
帝京大学は公益財団法人日本
高等教育評価機構による大学
機関別認証評価を受け、「同機
構が定める大学評価基準に適合
している」と認定されました。

帝京大学短期大学は一般
財団法人大学・短期大学基準
協会による第三者評価の結果、
「適格」と認定されました。
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帝京大学〔経済学部（経済学科、国際経済学科、経営学科、観光経営学科）・法学部・文学部・外国語学部・教育学部〕、
帝京大学短期大学

【安全保障輸出管理について】

は  じ  め  に

〈編入学選抜に関する注意点について〉
本学の編入学選抜は、転学・学士入学の対象者も含みます。

資料請求について
インターネットによるお申し込み

https://www.teikyo-u.ac.jp/documents/
お申し込みより、３日ほどでお届けいたします（地域や時期により異なります）。
資料・送料と
※入学試験要項はホームページの掲載のみとなります。冊子の配付はしておりません。

もに無料です。

二次元バーコード
対応機種にて
ご利用ください。

入学試験についてのお問い合わせ先

帝京大学本部入試室
入試企画室
〒192-0395　東京都八王子市大塚359番地
受付時間︓月曜～金曜　8︓45 ～ 17︓00　　土曜　8︓45 ～ 12︓30

帝京大学〔経済学部（地域経済学科）・理工学部〕

帝京大学宇都宮キャンパス
学生支援課国際交流係
〒320-8551　栃木県宇都宮市豊郷台1-1
受付時間︓月曜～金曜　9︓00 ～ 17︓00　　土曜　9︓00 ～ 12︓30

〔祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）および1/16を除く〕

〔祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）および1/16を除く〕

TEL : 042-678-3317
FAX : 042-674-8883
E-mail : t-nyushi@teikyo-u.ac.jp

TEL : 028-627-7440
FAX : 028-627-7219
E-mail : u-international@teikyo-u.ac.jp

● 出願後の内容変更・取消および、出

●　出願書類の提出は郵送のみとなります。窓口での受付は行いませんのでご注意ください。

願締切後の出願は、いかなる場合も認めません。
● この入学試験要項に記載されている時間は、すべて日本時間です。
● 授業は原則的に日本語で行われるため、授業が理解できる日本語能力（「日本語教育の参

照枠」におけるB2相当）が必要です。
● 在学中は、大学での学修に加え、卒業後の進路選択を見据え、日本語運用能力の向上に

努めてください。総合日本語科目のほか、技能別・テーマ別日本語科目を積極的に履修し、
卒業までに「日本語教育の参照枠」における日本語能力C1以上をめざしてください。

①３年次編入学を希望している者でも、試験の結果とすでに修得した単位数やその内容によって、入学
許可が２年次へ変更される場合があります（２年次編入学の募集がある学科のみ）。

②入学手続き完了後、2027年3月31日までに入学資格を満たす単位数を修得できなかった場合は、入学
年次を変更するか、入学許可を取り消します。

③入学手続き完了後、2027年3月31日までに短期大学等の卒業（修了）見込み者が卒業（修了）できな
かった場合は、入学許可を取り消します。

帝京大学では、「外国為替及び外国貿易法」に基づいて、「帝京大学・帝京大学短期大学安全保障輸出管理規程」を定め、
物品の輸出、技術の提供、人材の交流に関して必要な確認手続きを行っています。
規制されている事項に該当する場合は、希望する研究活動に制限がかかる場合や、教育を受けられない場合があります
ので、あらかじめご承知おきください。
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個人情報の取扱いについて
出願においてお知らせいただいた個人情報（氏名・住所等）は本学におきまして入学案内、入学試験に関する業務を行
うために利用します。この業務の一部は、本学より当該業務の一部を委託した業者（以下、「受託業者」という）にて
行います。
業務委託に際し、個人情報の保護に関する契約を締結した受託業者に、お知らせいただいた個人情報の全部または一部
を提供することがあります。
詳細につきましては、本学ホームページにてご確認ください。
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帝京大学〔経済学部（経済学科、国際経済学科、経営学科、観光経営学科）・法学部・文学部・外国語学部・教育学部〕、
帝京大学短期大学

【安全保障輸出管理について】

は  じ  め  に

〈編入学選抜に関する注意点について〉
本学の編入学選抜は、転学・学士入学の対象者も含みます。

資料請求について
インターネットによるお申し込み

https://www.teikyo-u.ac.jp/documents/
お申し込みより、３日ほどでお届けいたします（地域や時期により異なります）。
資料・送料と
※入学試験要項はホームページの掲載のみとなります。冊子の配付はしておりません。

もに無料です。

二次元バーコード
対応機種にて
ご利用ください。

入学試験についてのお問い合わせ先

帝京大学本部入試室
入試企画室
〒192-0395　東京都八王子市大塚359番地
受付時間︓月曜～金曜　8︓45 ～ 17︓00　　土曜　8︓45 ～ 12︓30

帝京大学〔経済学部（地域経済学科）・理工学部〕

帝京大学宇都宮キャンパス
学生支援課国際交流係
〒320-8551　栃木県宇都宮市豊郷台1-1
受付時間︓月曜～金曜　9︓00 ～ 17︓00　　土曜　9︓00 ～ 12︓30

〔祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）および1/16を除く〕

〔祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）および1/16を除く〕

TEL : 042-678-3317
FAX : 042-674-8883
E-mail : t-nyushi@teikyo-u.ac.jp

TEL : 028-627-7440
FAX : 028-627-7219
E-mail : u-international@teikyo-u.ac.jp

● 出願後の内容変更・取消および、出

●　出願書類の提出は郵送のみとなります。窓口での受付は行いませんのでご注意ください。

願締切後の出願は、いかなる場合も認めません。
● この入学試験要項に記載されている時間は、すべて日本時間です。
● 授業は原則的に日本語で行われるため、授業が理解できる日本語能力（「日本語教育の参

照枠」におけるB2相当）が必要です。
● 在学中は、大学での学修に加え、卒業後の進路選択を見据え、日本語運用能力の向上に

努めてください。総合日本語科目のほか、技能別・テーマ別日本語科目を積極的に履修し、
卒業までに「日本語教育の参照枠」における日本語能力C1以上をめざしてください。

①３年次編入学を希望している者でも、試験の結果とすでに修得した単位数やその内容によって、入学
許可が２年次へ変更される場合があります（２年次編入学の募集がある学科のみ）。

②入学手続き完了後、2027年3月31日までに入学資格を満たす単位数を修得できなかった場合は、入学
年次を変更するか、入学許可を取り消します。

③入学手続き完了後、2027年3月31日までに短期大学等の卒業（修了）見込み者が卒業（修了）できな
かった場合は、入学許可を取り消します。

帝京大学では、「外国為替及び外国貿易法」に基づいて、「帝京大学・帝京大学短期大学安全保障輸出管理規程」を定め、
物品の輸出、技術の提供、人材の交流に関して必要な確認手続きを行っています。
規制されている事項に該当する場合は、希望する研究活動に制限がかかる場合や、教育を受けられない場合があります
ので、あらかじめご承知おきください。



入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）
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帝京大学は、建学の精神に則り、学位授与の方針に掲げる能力を身につけた人材を育成するために、本学の教育理念および教育
指針を理解した上で本学にて学ぶことを希望し、以下の素養を持つ様々な学生を広く国内外から受け入れる。
そのために多様な方法による入学者選抜を実施し、多面的・総合的に評価を行う。
（知識・技能）
1. 入学後の修学に必要な基礎学力と学修意欲を有している。
2. 幅広い知識と国際的視野を身につけるために努力し続ける態度を有している。
（思考力・判断力・表現力）
3. 情報化社会の中で、自ら考え、適切に判断しようとする意思を有している。
4. 本学における学修や経験を通して自らの成長を望み、それを表現し社会に貢献する意思を有している。
（主体性・多様性・協働性）
5. 明確な目的意識を持ち、主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有している。

大
京
帝

学

経済学部は、国際的視点から日本とアジアおよび世界の経済と企業に関する実践的・理論的な知識とスキルを学修することによ
り、今日の経済・企業が直面する複雑な諸問題の解決に貢献できる人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 経済と企業に関する学修に必要な基礎学力を有する。
2. 経済や社会に対する幅広い関心を持ち、継続的かつ意欲的に学修する態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 経済や社会の諸問題についての理解力、思考力、コミュニケーション力等を有する。
（主体性・多様性・協働性）
4. さまざまな課題に意欲と責任感をもって取り組む積極性を有する。
5. 明確な目的意識を持ち、主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有する。

経済学科は、日本とアジアおよび世界の経済問題に関する理論的知識と実践的スキルを総合的に学修し、現実の経済を分析して
様々な課題を解決することに貢献できる人材の育成を目指しています。 
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 経済問題の理解と学修に必要な基礎学力を有する。
2. 日本国内と世界の経済問題に対する幅広い関心を持ち、自発的に学修する態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 日本国内と世界の経済問題についての理解力、思考力、コミュニケーション力等を有する。
（主体性・多様性・協働性）
4. さまざまな課題に意欲と責任感をもって自発的に取り組む積極性を有する。
5. 明確な目的意識を持ち、主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・高等学校での学習や読書を土台とした基本的な読解力（読む、聞く）と表現力・論述力（書く、話す）。
・日本国内と世界の経済問題に関するニュースに関心を持ち、書籍や新聞、インターネット等からの情報を利用して、その問題

について主体的に考える習慣。
・ICTを活用した基本的な情報収集、文書作成、表計算、プレゼンテーションのスキルの習得。
・授業におけるグループワーク、部活動や委員会活動等の課外活動を通じ、コミュニケーション能力を高め、他者と協働しつ

つ、課題解決に取り組む経験。

国際経済学科は、アジアを中心に世界の経済の実態を把握・分析し、今日の日本及び世界の経済社会が直面する諸問題を発見し
様々な課題に取り組むことのできる人材の育成を目指しています。 
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. アジアを中心に世界の経済に関する学修に必要な基礎学力（日本語力、英語力、計算力）に加え、世界の地理や歴史に関する

基本的な知識を有する。
2. 経済や社会、特に国際的な諸問題に対する幅広い関心を持ち、日本語、英語を問わず内外の多様なソースから継続的かつ意欲

的に学修する態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 経済や社会の諸問題、特に国際的な諸問題について日本の枠にとらわれずに思考・判断し、国籍を問わないコミュニケーショ

ン力を有する。
（主体性・多様性・協働性）
4. さまざまな課題に意欲と責任感をもって着実に取り組む積極性を有する。
5. 明確な目的意識を持ち、グローバルな視点で主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・高等学校での学習や読書を土台とした日本語及び英語での基本的な読解力（読む、聞く）と表現力・論述力（書く、話す）、

並びに計算力。
・世界の地理や歴史に関する基本的な知識に基づいて、経済や社会、特に企業活動に関する国内外のニュースへの関心を持ち、

新聞や書籍、インターネット等から情報収集し、その問題について考える習慣。
・ICTを活用した基本的な情報収集や電子メールを活用したコミュニケーション・スキルの習得。
・授業におけるグループワーク、部活動や委員会活動等の課外活動を通じ、コミュニケーション能力を高め、他者と協働して、

課題解決に取り組む経験。
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地域経済学科は、幅広い知識と視野から地域の諸課題に取り組むことのできる人材の育成を目指しています。 
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 入学後の地域経済の修学に必要な基礎学力と学修意欲を有する。
2. 地域に対する幅広い知識と視野を身につけるために真剣に取り組む態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 地域の諸課題について自ら考え、適切に判断しようとする意欲を有する。
4. 本学科の学修や体験を通して成長し、その成果を社会に還元する意欲を有する。
（主体性・多様性・協働性）
5. 地域が直面する諸課題の解決に主体的にかかわる意欲を有する。
6. 諸課題の解決に他者の意見を尊重し、他者と協働して取り組む意志を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・地域の経済・社会への関心と社会系教科（歴史、地理、政治・経済）及び数学の学習。
・多様なメディアから情報を収集する技能と習慣。
・課外活動等を通じ、他者と協働して、課題解決に取り組む経験。

経営学科は、企業経営に関する理論と実践の総合的学修を通じて、ビジネスの場で生起する複雑な諸問題の解決に貢献できる人
材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 経済と企業に関する学修に必要な基礎学力を有する。
2. 経済や社会、特に企業活動に対する幅広い関心を持ち、継続的かつ意欲的に学修する態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 経済や社会の諸問題、特に企業活動についての理解力、思考力、コミュニケーション力等を有する。
（主体性・多様性・協働性）
4. さまざまな課題に意欲と責任感をもって取り組む積極性を有する。
5. 明確な目的意識を持ち、主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・高等学校での学習や読書を土台とした基本的な読解力（読む、聞く）と表現力・論述力（書く、話す）。
・経済や社会、特に企業活動に関する国内外のニュースへの関心を持ち、新聞や書籍、インターネット等からの情報収集し、そ

の問題について考える習慣。
・ICTを活用した基本的な情報収集、文書作成、表計算、プレゼンテーションのスキルの習得。
・授業におけるグループワーク、部活動や委員会活動等の課外活動を通じ、コミュニケーション能力を高め、他者と協働して、

課題解決に取り組む経験。

観光経営学科は、観光ホスピタリティ産業、並びに観光まちづくりを推進する地域のために、幅広い教養に加えて、経済学と経
営学を基礎とする高度な専門知識と行動力を兼ね備えた経営人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 経済と企業に関する学修に必要な基礎学力を有する。
2. 経済や社会、特に観光に対する幅広い関心を持ち、継続的かつ意欲的に学修する態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 経済や社会の諸問題、特に観光についての理解力、思考力、コミュニケーション力を有する。
（主体性・多様性・協働性）
4. さまざまな課題に意欲と責任感をもって取り組む積極性を有する。
5. 明確な目的意識を持ち、主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・高等学校での学習や読書を土台とした基本的な読解力（読む、聞く）と表現力・論述力（書く、話す）。
・経済や社会、特に観光に関する国内外のニュースへの関心を持ち、新聞や書籍、インターネット等からの情報収集し、その問

題について考える習慣。
・ICTを活用した基本的な情報収集、文書作成、表計算、プレゼンテーションのスキルの習得。
・授業におけるグループワーク、部活動や委員会活動等の課外活動を通じ、コミュニケーション能力を高め、他者と協働して、

課題解決に取り組む経験。
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法学部は、法律・政治についての基礎知識を修得するとともに、バランスのとれた判断と論理的思考のできる人材の育成を目指
しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 入学後における法律学・政治学の学修に必要な学力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
2. 広い視野を持って、物事を多面的かつ論理的に考察・判断することができる。
3. 自分の考えを的確に表現し伝えることができる。
（主体性・多様性・協働性）
4. 社会に対する高い関心と勉学意欲を有する。
5. 自分とは異なる他者と関わり、積極的にコミュニケーションを図る意欲を有する。

学
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入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）
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帝京大学は、建学の精神に則り、学位授与の方針に掲げる能力を身につけた人材を育成するために、本学の教育理念および教育
指針を理解した上で本学にて学ぶことを希望し、以下の素養を持つ様々な学生を広く国内外から受け入れる。
そのために多様な方法による入学者選抜を実施し、多面的・総合的に評価を行う。
（知識・技能）
1. 入学後の修学に必要な基礎学力と学修意欲を有している。
2. 幅広い知識と国際的視野を身につけるために努力し続ける態度を有している。
（思考力・判断力・表現力）
3. 情報化社会の中で、自ら考え、適切に判断しようとする意思を有している。
4. 本学における学修や経験を通して自らの成長を望み、それを表現し社会に貢献する意思を有している。
（主体性・多様性・協働性）
5. 明確な目的意識を持ち、主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有している。
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経済学部は、国際的視点から日本とアジアおよび世界の経済と企業に関する実践的・理論的な知識とスキルを学修することによ
り、今日の経済・企業が直面する複雑な諸問題の解決に貢献できる人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 経済と企業に関する学修に必要な基礎学力を有する。
2. 経済や社会に対する幅広い関心を持ち、継続的かつ意欲的に学修する態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 経済や社会の諸問題についての理解力、思考力、コミュニケーション力等を有する。
（主体性・多様性・協働性）
4. さまざまな課題に意欲と責任感をもって取り組む積極性を有する。
5. 明確な目的意識を持ち、主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有する。

経済学科は、日本とアジアおよび世界の経済問題に関する理論的知識と実践的スキルを総合的に学修し、現実の経済を分析して
様々な課題を解決することに貢献できる人材の育成を目指しています。 
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 経済問題の理解と学修に必要な基礎学力を有する。
2. 日本国内と世界の経済問題に対する幅広い関心を持ち、自発的に学修する態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 日本国内と世界の経済問題についての理解力、思考力、コミュニケーション力等を有する。
（主体性・多様性・協働性）
4. さまざまな課題に意欲と責任感をもって自発的に取り組む積極性を有する。
5. 明確な目的意識を持ち、主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・高等学校での学習や読書を土台とした基本的な読解力（読む、聞く）と表現力・論述力（書く、話す）。
・日本国内と世界の経済問題に関するニュースに関心を持ち、書籍や新聞、インターネット等からの情報を利用して、その問題

について主体的に考える習慣。
・ICTを活用した基本的な情報収集、文書作成、表計算、プレゼンテーションのスキルの習得。
・授業におけるグループワーク、部活動や委員会活動等の課外活動を通じ、コミュニケーション能力を高め、他者と協働しつ

つ、課題解決に取り組む経験。

国際経済学科は、アジアを中心に世界の経済の実態を把握・分析し、今日の日本及び世界の経済社会が直面する諸問題を発見し
様々な課題に取り組むことのできる人材の育成を目指しています。 
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. アジアを中心に世界の経済に関する学修に必要な基礎学力（日本語力、英語力、計算力）に加え、世界の地理や歴史に関する

基本的な知識を有する。
2. 経済や社会、特に国際的な諸問題に対する幅広い関心を持ち、日本語、英語を問わず内外の多様なソースから継続的かつ意欲

的に学修する態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 経済や社会の諸問題、特に国際的な諸問題について日本の枠にとらわれずに思考・判断し、国籍を問わないコミュニケーショ

ン力を有する。
（主体性・多様性・協働性）
4. さまざまな課題に意欲と責任感をもって着実に取り組む積極性を有する。
5. 明確な目的意識を持ち、グローバルな視点で主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・高等学校での学習や読書を土台とした日本語及び英語での基本的な読解力（読む、聞く）と表現力・論述力（書く、話す）、

並びに計算力。
・世界の地理や歴史に関する基本的な知識に基づいて、経済や社会、特に企業活動に関する国内外のニュースへの関心を持ち、

新聞や書籍、インターネット等から情報収集し、その問題について考える習慣。
・ICTを活用した基本的な情報収集や電子メールを活用したコミュニケーション・スキルの習得。
・授業におけるグループワーク、部活動や委員会活動等の課外活動を通じ、コミュニケーション能力を高め、他者と協働して、

課題解決に取り組む経験。
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法律学科は、法や政治、社会についての基礎知識を修得するとともに、バランスのとれた判断と論理的思考のできる人材の育成
を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 入学後における法律学の学修に必要な学力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
2. 広い視野を持って、物事を多面的かつ論理的に考察・判断することができる。
3. 自分の考えを的確に表現し伝えることができる。
（主体性・多様性・協働性）
4. 法や社会に対する高い関心と勉学意欲を有する。
5. 自分とは異なる他者と関わり、積極的にコミュニケーションを図る意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・現実社会に対して関心を持ち、社会系教科（地理歴史、公民）を幅広く学習する。
・日本や世界各地の歴史、思想、哲学、文化や社会について、高等学校レベルの基礎知識を身に付け、知的好奇心を持って学習する。
・大学での学修は、文献・資料の読解力や、論述力・表現力が必要となるため、幅広い読書等を通じて、入学までに様々な文章

に触れるようにする。

政治学科は、政治や社会についての基礎知識を修得するとともに、バランスのとれた判断と論理的思考のできる人材の育成を目
指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 入学後における政治学の学修に必要な学力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
2. 広い視野を持って、物事を多面的かつ論理的に考察・判断することができる。
3. 自分の考えを的確に表現し伝えることができる。
（主体性・多様性・協働性）
4. 政治や社会に対する高い関心と勉学意欲を有する。
5. 自分とは異なる他者と関わり、積極的にコミュニケーションを図る意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・現実社会に対して関心を持ち、社会系教科（地理歴史、公民）を幅広く学習する。
・日本や世界各地の歴史、宗教、思想、哲学、文化や社会について、高等学校レベルの基礎知識を身に付け、知的好奇心を持っ

て学習する。
・大学での学修は、文献・資料の読解力や、論述力・表現力が必要となるため、幅広い読書等を通じて、入学までに様々な文章

に触れるようにする。

日本文化学科は、豊かな日本語運用能力を身につけ、国際的な視野を有し、多様な文化伝統の継承と発展に貢献できる人材の育
成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 豊かな日本語運用能力の修得に必要な基礎学力としての知識を有している。
（思考力・判断力・表現力）
2. 日本文化についての重層的・多面的・系統的な学習に対する探求心を有している。
3. 文化伝統の継承と発展に関心を持ち、自らの力で問いを立てる意欲がある。
（主体性・多様性・協働性）
4. 日本語によるコミュニケーションをとり、他者との意見交換をする意欲がある。
5. 国際社会の中での日本文化の位置づけに関心を持ち、文化伝統の継承と発展に対する意欲を持つ。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・大学での学修は授業時間だけでなく、事前事後学修が重要となるため、入学までに予習復習を基本とした高等学校までの学習

習慣を維持する。
・日本や世界各地の歴史、宗教、文化や社会についての高等学校レベルの基礎知識を身につけ、知的好奇心をもって学習する。
・他者の意見に耳を傾けることを心掛け、かつ自分の考えを相手に伝えられるよう積極的なコミュニケーションを図るようにする。
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文学部は、学問の原点に立ち返ると同時にさまざまな職業の実践にも応用の利く、専門性と幅広い教養を持つ人材の育成を目指
しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 専門的知識と幅広い教養の修得に必要な基礎学力としての知識・技能を有している。
（思考力・判断力・表現力）
2. 豊かさや幸せなど私たちが感じることがらについて、自らの力で問を立て考える意欲がある。
3. さまざまな出来事に関心を持ち、豊かな想像力・表現力を通して社会の発展に貢献する意欲を持つ。
（主体性・多様性・協働性）
4. 他者との討議を通して、自ら立てた問を多面的に考察する意欲がある。

学
文

部
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史学科は、これまでの時代を歴史的・論理的な視点に立って考察し、現代世界の動静、世界における日本の位置づけを公正に理
解・判断しうる能力を持つ人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 史学科の専門的知識と幅広い教養の修得に必要な基礎学力としての知識・技能を有している。
（思考力・判断力・表現力）
2. 現代に生きる私たちが感じることがらについて、自らの力で問を立て考える意欲がある。
3. さまざまな出来事に関心を持ち、豊かな想像力・表現力を通して社会の発展に貢献する意欲を持つ。
（主体性・多様性・協働性）
4. 他者との討議を通して、自ら立てた問を多面的に考察する意欲がある。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・居住地周辺の博物館・美術館、史跡・遺跡などを訪れ、歴史的環境に触れておくこと。
・さまざまな場所を訪れ、地域間での文化や自然環境の違いを感じ取る経験を蓄積しておくこと。

社会学科は、社会の様々な課題を見出し解決して、社会の発展に貢献する能力を持つ人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 専門的知識・技能の修得に必要な基礎学力を有している。
（思考力・判断力・表現力）
2. 社会の様々な事象に関心を持って自ら問をたて、事実に基づいて論理的に考える意欲がある。
3. 自ら考え、表現し、動くことを通して、社会的課題の解決と社会の発展に貢献する意欲がある。
（主体性・多様性・協働性）
4. 他者と共生し、多様性を尊重し、環境と調和する社会の構築に参画する意欲がある。
5. 社会の成員としての自己を理解し、他者と討議・協働する意欲がある。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・社会の動きへの広い関心と社会科系科目の幅広い学習。
・予習復習を基本とした高等学校までの学習習慣の維持。
・相手を尊重し積極的に交流する、他者へのポジティブな姿勢。
・充実した学修活動に必要な、心身の健康維持に資する生活習慣。

心理学科は、心理学の基礎および応用の両領域について正確な知識と実践力を身につけ、豊かな人間関係や社会を創り出すこと
に貢献できる人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. こころに関わる問題に向き合うための基礎的な知識・技能を有する。
2. 幅広い知識と視野を新たに身につけるための学修意欲と持久力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. こころに関わる問題や現象に対して自ら課題を発見し、それを探究し、他者と共有する力を有する。
4. さまざまな情報を取捨選択し、筋道を立てて適切に判断しようとする力を有する。
（主体性・多様性・協働性）
5. こころに対する探究心と目的意識を有し、多様な人々と協働しつつ主体的に学修する態度を有する。
6. 心理学の学修を通して自らを成長させ、心理学を社会に役立てようとする意思を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・高等学校の教育課程において、文系理系を問わず幅広く教科・科目を修得する。
・大学での学修は、文献・資料の読解力や、論述力・表現力が必要となるため、幅広い読書等を通じて、入学までに様々な文章

に触れるようにする。
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外国語学部は、外国語の修得と異文化理解を介して、グローバル化する今日の国際社会が生み出す諸問題に対処するとともに、
日本を世界に向けて発信することができる人材の育成を目指します。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 入学後の学修に必要な基礎学力と学修意欲を有する。
（思考力・判断力・表現力）
2. 未知なる世界に好奇心を抱き、積極的に関わり、貢献していく意志を有する。
（主体性・多様性・協働性）
3. 人とのコミュニケーションを楽しむことができる態度と能力を有し、他者と協働して学ぶ意欲を有する。

国際日本学科は、外国語の修得と異文化理解を介して、グローバル化する今日の国際社会が生み出す諸問題に対処するととも
に、日本を世界に向けて発信することができる人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 入学後の学修に必要な語学力ならびに基礎学力と学修意欲を有する。
2. 「世界の中の日本」の視点に基づく幅広い知識と「実践的な言語コミュニケーション能力」ならびに「異文化理解能力」を身

につけるために努力し続ける態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 多言語・多文化的な情報化社会の中で、「何が問題であるか」を自ら考え、適切に判断しようとする意思を有する。
4. 多文化環境における学修や経験を通して自らの成長を望み、それを表現し、国際社会に貢献する意思を有する。
（主体性・多様性・協働性）
5. グローバル共生社会の実現に貢献するという明確な目的意識を持ち、主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・外国語（英語あるいは日本語）の４技能（聞く、話す、読む、書く）のバランスのよい学習習慣と基礎的な語学力。
・自分の考えを相手に伝えるだけでなく、他者の意見に耳を傾けることで、積極的なコミュニケーションを図ろうとする意欲。
・日本や世界各地の歴史、宗教、文化や社会についての高等学校レベルの基礎知識と知的好奇心をもって学習する習慣。
・インターネット環境におけるコンピュータ機器を使用した基本的な情報収集と文書作成。
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法律学科は、法や政治、社会についての基礎知識を修得するとともに、バランスのとれた判断と論理的思考のできる人材の育成
を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 入学後における法律学の学修に必要な学力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
2. 広い視野を持って、物事を多面的かつ論理的に考察・判断することができる。
3. 自分の考えを的確に表現し伝えることができる。
（主体性・多様性・協働性）
4. 法や社会に対する高い関心と勉学意欲を有する。
5. 自分とは異なる他者と関わり、積極的にコミュニケーションを図る意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・現実社会に対して関心を持ち、社会系教科（地理歴史、公民）を幅広く学習する。
・日本や世界各地の歴史、思想、哲学、文化や社会について、高等学校レベルの基礎知識を身に付け、知的好奇心を持って学習する。
・大学での学修は、文献・資料の読解力や、論述力・表現力が必要となるため、幅広い読書等を通じて、入学までに様々な文章

に触れるようにする。

政治学科は、政治や社会についての基礎知識を修得するとともに、バランスのとれた判断と論理的思考のできる人材の育成を目
指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 入学後における政治学の学修に必要な学力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
2. 広い視野を持って、物事を多面的かつ論理的に考察・判断することができる。
3. 自分の考えを的確に表現し伝えることができる。
（主体性・多様性・協働性）
4. 政治や社会に対する高い関心と勉学意欲を有する。
5. 自分とは異なる他者と関わり、積極的にコミュニケーションを図る意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・現実社会に対して関心を持ち、社会系教科（地理歴史、公民）を幅広く学習する。
・日本や世界各地の歴史、宗教、思想、哲学、文化や社会について、高等学校レベルの基礎知識を身に付け、知的好奇心を持っ

て学習する。
・大学での学修は、文献・資料の読解力や、論述力・表現力が必要となるため、幅広い読書等を通じて、入学までに様々な文章

に触れるようにする。

日本文化学科は、豊かな日本語運用能力を身につけ、国際的な視野を有し、多様な文化伝統の継承と発展に貢献できる人材の育
成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 豊かな日本語運用能力の修得に必要な基礎学力としての知識を有している。
（思考力・判断力・表現力）
2. 日本文化についての重層的・多面的・系統的な学習に対する探求心を有している。
3. 文化伝統の継承と発展に関心を持ち、自らの力で問いを立てる意欲がある。
（主体性・多様性・協働性）
4. 日本語によるコミュニケーションをとり、他者との意見交換をする意欲がある。
5. 国際社会の中での日本文化の位置づけに関心を持ち、文化伝統の継承と発展に対する意欲を持つ。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・大学での学修は授業時間だけでなく、事前事後学修が重要となるため、入学までに予習復習を基本とした高等学校までの学習

習慣を維持する。
・日本や世界各地の歴史、宗教、文化や社会についての高等学校レベルの基礎知識を身につけ、知的好奇心をもって学習する。
・他者の意見に耳を傾けることを心掛け、かつ自分の考えを相手に伝えられるよう積極的なコミュニケーションを図るようにする。
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文学部は、学問の原点に立ち返ると同時にさまざまな職業の実践にも応用の利く、専門性と幅広い教養を持つ人材の育成を目指
しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 専門的知識と幅広い教養の修得に必要な基礎学力としての知識・技能を有している。
（思考力・判断力・表現力）
2. 豊かさや幸せなど私たちが感じることがらについて、自らの力で問を立て考える意欲がある。
3. さまざまな出来事に関心を持ち、豊かな想像力・表現力を通して社会の発展に貢献する意欲を持つ。
（主体性・多様性・協働性）
4. 他者との討議を通して、自ら立てた問を多面的に考察する意欲がある。

学
文

部
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教育文化学科は、中等教育および社会教育にかかわる教育委員会等の行政や教育機関、民間の教育関連産業などで活躍できる多
様な専門性を有する人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 現実社会の動きに強い関心を持ち、高等学校までに学習したすべての教科・科目と関連させて理解しようとしている。
2. 書籍やインターネットなど多様な情報源からデータを集め、それらを比較検討して、その価値を見極めようとしている。
（思考力・判断力・表現力）
3. 問題を解決するにあたって、様々な根拠を示しながら、論理的に結論を導きだそうとしている。
4. 学校内外の多様な活動において積極的に挑戦しており、自らを意欲的に表現しようとしている。
（主体性・多様性・協働性）
5. 自分の考え方をはっきり持ち、それを具体化するための道筋を真剣に考えようとしている。
6. 多様な文化的背景を持つ人とも協力し合いながら、目的の達成に向かって工夫しようとしている。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・大学での学修は、高等学校等で学んだ基礎知識の上に成立するものであり、英語・国語・地理歴史・公民・保健体育などの教

科書の知識を理解しておくこと。
・大学での学修は、文献・資料の読解力や、論述力・表現力が必要となるため、幅広い読書等を通じて、他者の心情を理解し、

自分の思考を言語にできるようにしておくこと。
・大学での学修は、何よりも自発的に行うことが大切であり、そのためにはしっかりとした予習・復習などの学習習慣を確立し

ておくこと。

本学は、建学の精神に則り、実社会で必要な教養、知識、技術や態度を修得し、さらにそれらを活用することにより、社会にお
ける自分の存在価値を築き、社会公共に貢献できる人材の育成を目指しています。
そのためには、広い視野と知識、ならびに積極的に学ぼうとする意欲や態度が求められます。したがって、高等学校等において
基本とされる教科を、幅広く意欲的に勉強することが極めて大事になります。
高等学校等における上記のような学修を通じて、次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。
1. 基本的な学力を身につけ、真剣に知識や技術を学ぼうとする意欲を持って入学後の修学においてその学力を生かすことができる。
2. 進学や就職、留学などの目標を立て、その実現に向けて主体的に努力することができる。
3. 偏見なく物事に向き合い、さまざまな事柄に広く関心を持ち、また、他者に積極的にかかわるとともに、思いやりを持って相

手を理解しようとすることができる。学
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短
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教育学部は、教育諸科学の理論と教育実践との融合を図り、広く豊かな教養と視野および専門的知識・技能を育成するととも
に、現在、教育の現場から求められている「生きる力」をはぐくみ「生涯にわたり学び続けることのできる姿勢」を涵養するた
めの教育研究活動を通して、主に初等・中等教育に携わる人材及び幼児教育や保育などに携わる人材、並びに社会教育・生涯学
習に携わる人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 高等学校までの全ての教科等・科目での基礎的な学力を身につけている。
2. 教育現象や教育時事等に関心を持ち、様々な情報チャンネルを駆使して、自ら探求できる資質・能力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 教育現象などに対して、課題を発見し、自ら探求しつつ学び、自ら考え、その考えを適切に表現できる。
4. 学内及び地域等で多様な活動を展開することによって、自ら「学ぶ」ための資質・能力の向上に努めることができる。
（主体性・多様性・協働性）
5. 大学内外で積極的に多様な教育課題を自ら発見し、学び続けることができる。
6. 自身の境遇や文化等と異なる人たちとの交流に努め、それらの人たちと協働することができる。

理工学部は、さまざまな問題が地球規模で複雑に絡み合った現代社会において、社会の発展に貢献できる人材の育成を目指して
います。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 志望する専門学科の学修や、新しい知識や概念の獲得に必要な基礎学力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
2. 自分の考えを論理的に整理し、相手に伝える力を有する。
（主体性・多様性・協働性）
3. 何事にも興味を持つ好奇心、種々の課題にチャレンジする積極性を有する。
4. 理工学の専門分野を主体的に学ぼうとする強い意欲を持ち、他者と協働して学ぶ意欲を有する。

総合理工学科は、理学、工学の教育研究を基盤に、専門的知識と総合的視野をもち、社会の発展に寄与できる人材の育成を目指
しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 総合理工学科での学修に必要な基礎学力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
2. 修得した知識に基づいて自ら考え、自分の考えを他者に伝える力を有する。
（主体性・多様性・協働性）
3. 理工学の専門分野を主体的に学ぼうとする強い意志を有する。
4. 何事にも興味を持つ好奇心、種々の課題にチャレンジする積極性、他者と良好なコミュニケーションを取ろうとする協調性を

有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・高等学校段階までの数学、理科、英語をしっかりと学び、基礎学力を十分に身につけておく。
・他者の意見を聞き、自分の考えを相手に伝えられるよう、積極的にコミュニケーションを図るようにする。
・大学での学修は授業に出るだけでなく、事前事後学修が重要となるため、予習復習を日常行う学習習慣を身につけておく。
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人間文化学科は、グローバルな視野を持ち、異文化を理解するための知識と技能を身につけるとともに、自国の文化への理解を
深め、その伝統を継承し、豊かな人間関係を築いて幅広く社会に貢献できる人材の育成を目指しています。
そのために、高等学校等において、基本とされる教科を幅広く勉強し、偏見のない広い視野に立って自らの目標を定め、積極
的・持続的に学ぼうとする態度が極めて大切になります。
高等学校等における上記のような学修を通じて、次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。
1. 国内外の言語や文化、社会などに関心を持ち、それらの知識や技能を伸ばす意欲を有する。
2. 自ら進学や就職、留学、資格取得などの目標を立て、その達成に向けて主体的に努力することができる。
3. 人と積極的にコミュニケーションを図り、協働して学ぶことができる。

現代ビジネス学科は、ビジネス社会を総合的に理解し、社会に貢献できる人材の育成を目指しています。このため現代ビジネス
学科では、ビジネスに関する基礎的理論と実践的知識および技能を修得し、現代のビジネス社会の性質と機能を深く学びます。
この学びには、偏見のない広い視野と知的好奇心、さらに物事の本質を見通す力が求められます。そこで、高等学校等において
基本とされる教科を、幅広く意欲的に勉強することが極めて大事になります。
高等学校等における上記のような学修を通じて、次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。
1. ビジネス社会の一員になるための自覚を有する。
2. ビジネス社会に即応した知識や技能を身につけ人間性の向上に努める姿勢を有する。
3. 知的好奇心を発揮し実学の修得に取り組むことができる。

   。るきでがとこむ組り取てし続継し力努ら自に得修の識知い広幅と養教なか豊 .4
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帝京大学は、建学の精神に則り、学位授与の方針に掲げる能力を身につけた人材を育成するために、本学の教育理念および教育
指針を理解した上で本学にて学ぶことを希望し、以下の素養を持つ様々な学生を広く国内外から受け入れる。
そのために多様な方法による入学者選抜を実施し、多面的・総合的に評価を行う。
（知識・技能）
1. 入学後の修学に必要な基礎学力と学修意欲を有している。
2. 幅広い知識と国際的視野を身につけるために努力し続ける態度を有している。
（思考力・判断力・表現力）
3. 情報化社会の中で、自ら考え、適切に判断しようとする意思を有している。
4. 本学における学修や経験を通して自らの成長を望み、それを表現し社会に貢献する意思を有している。
（主体性・多様性・協働性）
5. 明確な目的意識を持ち、主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有している。

経済学科は、日本とアジアおよび世界の経済問題に関する理論的知識と実践的スキルを総合的に学修し、現実の経済を分析して
様々な課題を解決することに貢献できる人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 経済問題の理解と学修に必要な基礎学力を有する。
2. 日本国内と世界の経済問題に対する幅広い関心を持ち、自発的に学修する態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 日本国内と世界の経済問題についての理解力、思考力、コミュニケーション力等を有する。
（主体性・多様性・協働性）
4. さまざまな課題に意欲と責任感をもって自発的に取り組む積極性を有する。
5. 明確な目的意識を持ち、主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・大学入門レベルの経済理論への理解や現代経済に関する基礎知識。
・日本国内と世界の経済問題に関するニュースに関心を持ち、書籍や新聞、インターネット等からの情報を利用して、その問題
　について主体的に考える習慣。
・ICTを活用した基本的な情報収集、文書作成、表計算、プレゼンテーションのスキルの習得。
・授業におけるグループワーク、部活動や委員会活動等の課外活動を通じ、コミュニケーション能力を高め、他者と協働しつつ、
　課題解決に取り組む経験。
国際経済学科は、アジアを中心に世界の経済の実態を把握・分析し、今日の日本及び世界の経済社会が直面する諸問題を発見し
様々な課題に取り組むことのできる人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. アジアを中心に世界の経済に関する学修に必要な基礎学力（日本語力、英語力、計算力）に加え、世界の地理や歴史に関す
　 る基本的な知識を有する。
2. 経済や社会、特に国際的な諸問題に対する幅広い関心を持ち、日本語、英語を問わず内外の多様なソースから継続的かつ意
　 欲的に学修する態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 経済や社会の諸問題、特に国際的な諸問題について日本の枠にとらわれずに思考・判断し、国籍を問わないコミュニケーショ
　 ン力を有する。
（主体性・多様性・協働性）
4. さまざまな課題に意欲と責任感をもって着実に取り組む積極性を有する。
5. 明確な目的意識を持ち、グローバルな視点で主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・アジアを中心に世界の経済に関する学修に必要な基礎学力（日本語力、英語力、計算力）に加え、世界の地理や歴史に関する
　基本的な知識を有する。
・経済や社会の諸問題、特に国際的な諸問題について日本の枠にとらわれずに思考・判断し、国籍を問わないコミュニケーショ
　ン力を有する。
・ICTを活用した基本的な情報収集、文書作成、表計算、プレゼンテーションのスキルの習得。
・授業におけるグループワーク、部活動や委員会活動等の課外活動を通じ、コミュニケーション能力を高め、グローバルな視点
　で他者と協働しつつ、課題解決に取り組む経験。
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経済学部は、国際的視点から日本とアジアおよび世界の経済と企業に関する実践的・理論的な知識とスキルを学修することによ
り、今日の経済・企業が直面する複雑な諸問題の解決に貢献できる人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 経済と企業に関する学修に必要な基礎学力を有する。
2. 経済や社会に対する幅広い関心を持ち、継続的かつ意欲的に学修する態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 経済や社会の諸問題についての理解力、思考力、コミュニケーション力等を有する。
（主体性・多様性・協働性）
4. さまざまな課題に意欲と責任感をもって取り組む積極性を有する。
5. 明確な目的意識を持ち、主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有する。
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教育文化学科は、中等教育および社会教育にかかわる教育委員会等の行政や教育機関、民間の教育関連産業などで活躍できる多
様な専門性を有する人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 現実社会の動きに強い関心を持ち、高等学校までに学習したすべての教科・科目と関連させて理解しようとしている。
2. 書籍やインターネットなど多様な情報源からデータを集め、それらを比較検討して、その価値を見極めようとしている。
（思考力・判断力・表現力）
3. 問題を解決するにあたって、様々な根拠を示しながら、論理的に結論を導きだそうとしている。
4. 学校内外の多様な活動において積極的に挑戦しており、自らを意欲的に表現しようとしている。
（主体性・多様性・協働性）
5. 自分の考え方をはっきり持ち、それを具体化するための道筋を真剣に考えようとしている。
6. 多様な文化的背景を持つ人とも協力し合いながら、目的の達成に向かって工夫しようとしている。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・大学での学修は、高等学校等で学んだ基礎知識の上に成立するものであり、英語・国語・地理歴史・公民・保健体育などの教

科書の知識を理解しておくこと。
・大学での学修は、文献・資料の読解力や、論述力・表現力が必要となるため、幅広い読書等を通じて、他者の心情を理解し、

自分の思考を言語にできるようにしておくこと。
・大学での学修は、何よりも自発的に行うことが大切であり、そのためにはしっかりとした予習・復習などの学習習慣を確立し

ておくこと。

本学は、建学の精神に則り、実社会で必要な教養、知識、技術や態度を修得し、さらにそれらを活用することにより、社会にお
ける自分の存在価値を築き、社会公共に貢献できる人材の育成を目指しています。
そのためには、広い視野と知識、ならびに積極的に学ぼうとする意欲や態度が求められます。したがって、高等学校等において
基本とされる教科を、幅広く意欲的に勉強することが極めて大事になります。
高等学校等における上記のような学修を通じて、次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。
1. 基本的な学力を身につけ、真剣に知識や技術を学ぼうとする意欲を持って入学後の修学においてその学力を生かすことができる。
2. 進学や就職、留学などの目標を立て、その実現に向けて主体的に努力することができる。
3. 偏見なく物事に向き合い、さまざまな事柄に広く関心を持ち、また、他者に積極的にかかわるとともに、思いやりを持って相

手を理解しようとすることができる。学
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教育学部は、教育諸科学の理論と教育実践との融合を図り、広く豊かな教養と視野および専門的知識・技能を育成するととも
に、現在、教育の現場から求められている「生きる力」をはぐくみ「生涯にわたり学び続けることのできる姿勢」を涵養するた
めの教育研究活動を通して、主に初等・中等教育に携わる人材及び幼児教育や保育などに携わる人材、並びに社会教育・生涯学
習に携わる人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 高等学校までの全ての教科等・科目での基礎的な学力を身につけている。
2. 教育現象や教育時事等に関心を持ち、様々な情報チャンネルを駆使して、自ら探求できる資質・能力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 教育現象などに対して、課題を発見し、自ら探求しつつ学び、自ら考え、その考えを適切に表現できる。
4. 学内及び地域等で多様な活動を展開することによって、自ら「学ぶ」ための資質・能力の向上に努めることができる。
（主体性・多様性・協働性）
5. 大学内外で積極的に多様な教育課題を自ら発見し、学び続けることができる。
6. 自身の境遇や文化等と異なる人たちとの交流に努め、それらの人たちと協働することができる。

理工学部は、さまざまな問題が地球規模で複雑に絡み合った現代社会において、社会の発展に貢献できる人材の育成を目指して
います。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 志望する専門学科の学修や、新しい知識や概念の獲得に必要な基礎学力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
2. 自分の考えを論理的に整理し、相手に伝える力を有する。
（主体性・多様性・協働性）
3. 何事にも興味を持つ好奇心、種々の課題にチャレンジする積極性を有する。
4. 理工学の専門分野を主体的に学ぼうとする強い意欲を持ち、他者と協働して学ぶ意欲を有する。

総合理工学科は、理学、工学の教育研究を基盤に、専門的知識と総合的視野をもち、社会の発展に寄与できる人材の育成を目指
しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 総合理工学科での学修に必要な基礎学力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
2. 修得した知識に基づいて自ら考え、自分の考えを他者に伝える力を有する。
（主体性・多様性・協働性）
3. 理工学の専門分野を主体的に学ぼうとする強い意志を有する。
4. 何事にも興味を持つ好奇心、種々の課題にチャレンジする積極性、他者と良好なコミュニケーションを取ろうとする協調性を

有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・高等学校段階までの数学、理科、英語をしっかりと学び、基礎学力を十分に身につけておく。
・他者の意見を聞き、自分の考えを相手に伝えられるよう、積極的にコミュニケーションを図るようにする。
・大学での学修は授業に出るだけでなく、事前事後学修が重要となるため、予習復習を日常行う学習習慣を身につけておく。
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地域経済学科は、幅広い知識と視野から地域の諸課題に取り組むことのできる人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 入学後の地域経済の修学に必要な基礎学力と学修意欲を有する。
2. 地域に対する幅広い知識と視野を身につけるために真剣に取り組む態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 地域の諸課題について自ら考え、適切に判断しようとする意欲を有する。
4. 本学科の学修や体験を通して成長し、その成果を社会に還元する意欲を有する。
（主体性・多様性・協働性）
5. 地域が直面する諸課題の解決に主体的にかかわる意欲を有する。
6. 諸課題の解決に他者の意見を尊重し、他者と協働して取り組む意志を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・大学初年次段階までの教養的知識および英語、情報処理の基礎学力を十分に身につけておく。
・地域の諸課題に関心を持ち、自ら考えて主体的に関わる意欲を養っておく。
・諸課題の解決に向けて他者の意見を聞き、他者と協働して取り組むためのコミュニケーション力を身につけておく。
経営学科は、企業経営に関する理論と実践の総合的学修を通じて、ビジネスの場で生起する複雑な諸問題の解決に貢献できる人
材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めて
います。
求める学生像
（知識・技能）
1. 経済と企業に関する学修に必要な基礎学力を有する。
2. 経済や社会、特に企業活動に対する幅広い関心を持ち、継続的かつ意欲的に学修する態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 経済や社会の諸問題、特に企業活動についての理解力、思考力、コミュニケーション力等を有する。
（主体性・多様性・協働性）
4. さまざまな課題に意欲と責任感をもって取り組む積極性を有する。
5. 明確な目的意識を持ち、主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・大学入門レベルの経営学及び会計学の理論への理解や現代企業に関する基礎知識。
・日本国内と世界の経済問題に関するニュースに関心を持ち、書籍や新聞、インターネット等からの情報を利用して、その問題
　について主体的に考える習慣。
・ICTを活用した基本的な情報収集、文書作成、表計算、プレゼンテーションのスキルの習得。
・授業におけるグループワーク、部活動や委員会活動等の課外活動を通じ、コミュニケーション能力を高め、他者と協働しつつ、
　課題解決に取り組む経験。
観光経営学科は、観光ホスピタリティ産業、並びに観光まちづくりを推進する地域のために、幅広い教養に加えて、経済学と経
営学を基礎とする高度な専門知識と行動力を兼ね備えた経営人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めて
います。
求める学生像
（知識・技能）
1. 経済と企業に関する学修に必要な基礎学力を有する。
2. 経済や社会、特に観光に対する幅広い関心を持ち、継続的かつ意欲的に学修する態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 経済や社会の諸問題、特に観光についての理解力、思考力、コミュニケーション力を有する。
（主体性・多様性・協働性）
4. さまざまな課題に意欲と責任感をもって取り組む積極性を有する。
5. 明確な目的意識を持ち、主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・学習や読書を土台とした基本的な読解力（読む、聞く）と表現力・論述力（書く、話す）。
・日本国内と世界の経済問題に関するニュースに関心を持ち、書籍や新聞、インターネット等からの情報を利用して、その問題
　について主体的に考える習慣。
・ICTを活用した基本的な情報収集、文書作成、表計算、プレゼンテーションのスキルの習得。
・授業におけるグループワーク、部活動や委員会活動等の課外活動を通じ、コミュニケーション能力を高め、他者と協働しつつ、
　課題解決に取り組む経験。

法律学科は、法や政治、社会についての基礎知識を修得するとともに、バランスのとれた判断と論理的思考のできる人材の育成
を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 入学後における法律学の学修に必要な学力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
2. 広い視野を持って、物事を多面的かつ論理的に考察・判断することができる。
3. 自分の考えを的確に表現し伝えることができる。
（主体性・多様性・協働性）
4. 法や社会に対する高い関心と勉学意欲を有する。
5. 自分とは異なる他者と関わり、積極的にコミュニケーションを図る意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・現実社会に対して関心を持ち、社会系教科（地理歴史、公民）を幅広く学習する。
・日本や世界各地の歴史、思想、哲学、文化や社会について、大学初年次レベルの基礎知識を身に付け、知的好奇心を持って学
　習する。
・法律学について、大学１、２年次レベルの基礎知識を身に付け、社会問題に関心を持って学習する。
・大学での学修は、文献・資料の読解力や、論述力・表現力が必要となるため、幅広い読書等を通じて、入学までに様々な文章
　に触れるようにする。
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法学部は、法律・政治についての基礎知識を修得するとともに、バランスのとれた判断と論理的思考のできる人材の育成を目指
しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 入学後における法律学・政治学の学修に必要な学力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
2. 広い視野を持って、物事を多面的かつ論理的に考察・判断することができる。
3. 自分の考えを的確に表現し伝えることができる。
（主体性・多様性・協働性）
4. 社会に対する高い関心と勉学意欲を有する。
5. 自分とは異なる他者と関わり、積極的にコミュニケーションを図る意欲を有する。

学
法

部
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政治学科は、政治や社会についての基礎知識を修得するとともに、バランスのとれた判断と論理的思考のできる人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 入学後における政治学の学修に必要な学力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
2. 広い視野を持って、物事を多面的かつ論理的に考察・判断することができる。
3. 自分の考えを的確に表現し伝えることができる。
（主体性・多様性・協働性）
4. 政治や社会に対する高い関心と勉学意欲を有する。
5. 自分とは異なる他者と関わり、積極的にコミュニケーションを図る意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・現代社会に対して関心を持ち、社会系教科（地理歴史、公民）を幅広く学習する。
・日本や世界各地の歴史、宗教、思想、哲学、文化や社会について、大学初年次レベルの基礎知識を身に付け、知的好奇心を持っ
　て学習する。
・政治学について、大学１、２年次レベルの基礎知識を身に付け、社会問題に関心を持って学習する。
・大学での学修は、文献・資料の読解力や、論述力・表現力が必要となるため、幅広い読書等を通じて、入学までに様々な文章に
　触れるようにする。

日本文化学科は、豊かな日本語運用能力を身につけ、国際的な視野を有し、多様な文化伝統の継承と発展に貢献できる人材の育成
を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 豊かな日本語運用能力の修得に必要な基礎学力としての知識を有している。
（思考力・判断力・表現力）
2. 日本文化についての重層的・多面的・系統的な学習に対する探求心を有している。
3. 文化伝統の継承と発展に関心を持ち、自らの力で問いを立てる意欲がある。
（主体性・多様性・協働性）
4. 日本語によるコミュニケーションをとり、他者との意見交換をする意欲がある。
5. 国際社会の中での日本文化の位置づけに関心を持ち、文化伝統の継承と発展に対する意欲を持つ。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・大学での学修は授業時間だけでなく、事前事後学修が重要となるため、入学までに予習復習を基本とした現在までの学習習慣を維持する。
・日本や世界各地の歴史、宗教、文化や社会についての大学初年次レベルの基礎知識を身につけ、知的好奇心をもって学習する。
・他者の意見に耳を傾けることを心掛け、かつ自分の考えを相手に伝えられるよう積極的なコミュニケーションを図るようにする。
史学科は、これまでの時代を歴史的・論理的な視点に立って考察し、現代世界の動静、世界における日本の位置づけを公正に理解・
判断しうる能力を持つ人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 史学科の専門的知識と幅広い教養の修得に必要な基礎学力としての知識・技能を有している。
（思考力・判断力・表現力）
2. 現代に生きる私たちが感じることがらについて、自らの力で問を立て考える意欲がある。
3. さまざまな出来事に関心を持ち、豊かな想像力・表現力を通して社会の発展に貢献する意欲を持つ。
（主体性・多様性・協働性）
4. 他者との討議を通して、自ら立てた問を多面的に考察する意欲がある。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・居住地周辺の博物館・美術館、史跡・遺跡などを訪れ、歴史的環境に触れておくこと。
・さまざまな場所を訪れ、地域間での文化や自然環境の違いを感じ取る経験を蓄積しておくこと。
社会学科は、社会の様々な課題を見出し解決して、社会の発展に貢献する能力を持つ人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 専門的知識・技能の修得に必要な基礎学力を有している。
（思考力・判断力・表現力）
2. 社会の様々な事象に関心を持って自ら問をたて、事実に基づいて論理的に考える意欲がある。
3. 自ら考え、表現し、動くことを通して、社会的課題の解決と社会の発展に貢献する意欲がある。
（主体性・多様性・協働性）
4. 他者と共生し、多様性を尊重し、環境と調和する社会の構築に参画する意欲がある。
5. 社会の成員としての自己を理解し、他者と討議・協働する意欲がある。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・社会の動きへの広い関心と社会学関連科目の幅広い学習。
・予習復習を基本とした学習習慣の維持。
・相手を尊重し積極的に交流する、他者へのポジティブな姿勢。
・充実した学修活動に必要な、心身の健康維持に資する生活習慣。
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文学部は、学問の原点に立ち返ると同時にさまざまな職業の実践にも応用の利く、専門性と幅広い教養を持つ人材の育成を目指
しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 専門的知識と幅広い教養の修得に必要な基礎学力としての知識・技能を有している。
（思考力・判断力・表現力）
2. 豊かさや幸せなど私たちが感じることがらについて、自らの力で問を立て考える意欲がある。
3. さまざまな出来事に関心を持ち、豊かな想像力・表現力を通して社会の発展に貢献する意欲を持つ。
（主体性・多様性・協働性）
4. 他者との討議を通して、自ら立てた問を多面的に考察する意欲がある。

学
文

部

－8－

地域経済学科は、幅広い知識と視野から地域の諸課題に取り組むことのできる人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 入学後の地域経済の修学に必要な基礎学力と学修意欲を有する。
2. 地域に対する幅広い知識と視野を身につけるために真剣に取り組む態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 地域の諸課題について自ら考え、適切に判断しようとする意欲を有する。
4. 本学科の学修や体験を通して成長し、その成果を社会に還元する意欲を有する。
（主体性・多様性・協働性）
5. 地域が直面する諸課題の解決に主体的にかかわる意欲を有する。
6. 諸課題の解決に他者の意見を尊重し、他者と協働して取り組む意志を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・大学初年次段階までの教養的知識および英語、情報処理の基礎学力を十分に身につけておく。
・地域の諸課題に関心を持ち、自ら考えて主体的に関わる意欲を養っておく。
・諸課題の解決に向けて他者の意見を聞き、他者と協働して取り組むためのコミュニケーション力を身につけておく。
経営学科は、企業経営に関する理論と実践の総合的学修を通じて、ビジネスの場で生起する複雑な諸問題の解決に貢献できる人
材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めて
います。
求める学生像
（知識・技能）
1. 経済と企業に関する学修に必要な基礎学力を有する。
2. 経済や社会、特に企業活動に対する幅広い関心を持ち、継続的かつ意欲的に学修する態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 経済や社会の諸問題、特に企業活動についての理解力、思考力、コミュニケーション力等を有する。
（主体性・多様性・協働性）
4. さまざまな課題に意欲と責任感をもって取り組む積極性を有する。
5. 明確な目的意識を持ち、主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・大学入門レベルの経営学及び会計学の理論への理解や現代企業に関する基礎知識。
・日本国内と世界の経済問題に関するニュースに関心を持ち、書籍や新聞、インターネット等からの情報を利用して、その問題
　について主体的に考える習慣。
・ICTを活用した基本的な情報収集、文書作成、表計算、プレゼンテーションのスキルの習得。
・授業におけるグループワーク、部活動や委員会活動等の課外活動を通じ、コミュニケーション能力を高め、他者と協働しつつ、
　課題解決に取り組む経験。
観光経営学科は、観光ホスピタリティ産業、並びに観光まちづくりを推進する地域のために、幅広い教養に加えて、経済学と経
営学を基礎とする高度な専門知識と行動力を兼ね備えた経営人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めて
います。
求める学生像
（知識・技能）
1. 経済と企業に関する学修に必要な基礎学力を有する。
2. 経済や社会、特に観光に対する幅広い関心を持ち、継続的かつ意欲的に学修する態度を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 経済や社会の諸問題、特に観光についての理解力、思考力、コミュニケーション力を有する。
（主体性・多様性・協働性）
4. さまざまな課題に意欲と責任感をもって取り組む積極性を有する。
5. 明確な目的意識を持ち、主体的に他者と協働して学ぶ意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・学習や読書を土台とした基本的な読解力（読む、聞く）と表現力・論述力（書く、話す）。
・日本国内と世界の経済問題に関するニュースに関心を持ち、書籍や新聞、インターネット等からの情報を利用して、その問題
　について主体的に考える習慣。
・ICTを活用した基本的な情報収集、文書作成、表計算、プレゼンテーションのスキルの習得。
・授業におけるグループワーク、部活動や委員会活動等の課外活動を通じ、コミュニケーション能力を高め、他者と協働しつつ、
　課題解決に取り組む経験。

法律学科は、法や政治、社会についての基礎知識を修得するとともに、バランスのとれた判断と論理的思考のできる人材の育成
を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 入学後における法律学の学修に必要な学力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
2. 広い視野を持って、物事を多面的かつ論理的に考察・判断することができる。
3. 自分の考えを的確に表現し伝えることができる。
（主体性・多様性・協働性）
4. 法や社会に対する高い関心と勉学意欲を有する。
5. 自分とは異なる他者と関わり、積極的にコミュニケーションを図る意欲を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・現実社会に対して関心を持ち、社会系教科（地理歴史、公民）を幅広く学習する。
・日本や世界各地の歴史、思想、哲学、文化や社会について、大学初年次レベルの基礎知識を身に付け、知的好奇心を持って学
　習する。
・法律学について、大学１、２年次レベルの基礎知識を身に付け、社会問題に関心を持って学習する。
・大学での学修は、文献・資料の読解力や、論述力・表現力が必要となるため、幅広い読書等を通じて、入学までに様々な文章
　に触れるようにする。
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法学部は、法律・政治についての基礎知識を修得するとともに、バランスのとれた判断と論理的思考のできる人材の育成を目指
しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 入学後における法律学・政治学の学修に必要な学力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
2. 広い視野を持って、物事を多面的かつ論理的に考察・判断することができる。
3. 自分の考えを的確に表現し伝えることができる。
（主体性・多様性・協働性）
4. 社会に対する高い関心と勉学意欲を有する。
5. 自分とは異なる他者と関わり、積極的にコミュニケーションを図る意欲を有する。
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出願するには、次の1～ 4の条件をすべて満たす必要があります。
１．外国籍を有する者。
２．「出入国管理及び難民認定法」による在留資格「留学」を有している者。あるいは、現在、日本に中長

期滞在可能な「留学」以外の在留資格を有している者で、本学入学試験に合格し、所定の入学手続き
を完了後、在留資格変更許可申請にて2027年3月31日までに帝京大学または帝京大学短期大学の学生
としての在留資格「留学」の取得が可能な者（ただし、Ⅱ期は在留資格「留学」を有している者のみ
受験を認めます）。

※

３．日本国内に居住する者（ただし、Ⅰ期に限り、国外居住者が短期ビザにより入国し、受験を希望する
場合、日本国内において手続き等を行うことが可能な代理人がいる者のみ受験を認めます）。

４．次のいずれかの学歴条件を満たす者。
①　外国において通常の課程による12年の学校教育（文部科学大臣が別に指定した11年以上の課程を含

む）を修了した者（2027年3月までに修了見込みの者を含む）。ただし、日本の学校教育法にもと
づく小学校・中学校・高等学校等に在学した者は、その期間が通算3年以内である場合に限る。
※「日本にある外国人学校」および「文部科学大臣が認定した在外教育施設」に在学した場合 
は、その在学期間を日本の学校教育法にもとづく小学校・中学校・高等学校等に在学したも 
のと同様とみなします。

②　外国において中等教育の課程を12年未満で修了し、日本国の文部科学大臣が指定した教育施設にお
いて大学に入学するための準備教育課程を修了した者および2027年3月までに修了見込みの者。

③　外国における、12年の課程修了相当の学力認定試験に合格した18歳以上の者（12年未満の課程の場
合は、さらに、指定された準備教育課程または研修施設の課程を修了する必要があります）。

④　外国の大学入学資格である国際バカロレア、アビトゥア、バカロレア、GCEAレベル、国際Aレベル、
欧州バカロレア資格を保有する者。

⑤　国際的な評価団体（WASC、CIS、ACSI、NEASC、Cognia、COBIS）の認定を受けた教育施設の12年
の課程を修了した者（2027年3月までに修了見込みの者を含む）。

編入学志願者は、上記1～ 4に加え、次のいずれかの条件を満たす必要があります。
　《編入学（2年次）》

次の⑴～⑻のいずれかに該当する者。
⑴　短期大学（外国の短期大学、および我が国における外国の短期大学相当として指定された学校を含

む）を卒業した者、または2027年3月卒業見込みの者。
⑵　高等専門学校を卒業した者、または2027年3月卒業見込みの者。
⑶　専修学校の特定専門課程を修了した者、または2027年3月修了見込みの者。※

⑶　専修学校の特定専門課程を修了した者、または2027年3月修了見込みの者。※

⑷　高等学校の専攻科の課程（修業年限が2年以上であり、かつ、文部科学大臣の定める基準を満たすも
の）を修了した者、または2027年3月修了見込みの者。

　　〈転学に相当する者〉
⑸　大学に1年以上在学し、31単位以上を修得した者、または2027年3月修得見込みの者。
⑹　外国において通常の課程による14年以上の学校教育を修了した者、または2027年3月までに修了見

込みの者、またはこれに準ずる者。
⑺　外国において通常の課程の大学に1年以上在学し、31単位相当以上を修得した者、または2027年3

月修得見込みの者。
　　〈学士入学に相当する者〉

⑻　大学を卒業した者、または2027年3月卒業見込みの者。

　《編入学（3年次）》
次の⑴～⑻のいずれかに該当する者。
⑴　短期大学（外国の短期大学、および我が国における外国の短期大学相当として指定された学校を含

む）を卒業した者、または2027年3月卒業見込みの者。
⑵　高等専門学校を卒業した者、または2027年3月卒業見込みの者。

⑷　高等学校の専攻科の課程（修業年限が2年以上であり、かつ、文部科学大臣の定める基準を満たすも
の）を修了した者、または2027年3月修了見込みの者。

在留資格「永住者」、「永住者の配偶者等」、「日本人の配偶者等」、「定住者」および日本国との
平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法に定める「特別永住
者」を有する者は、留学生特別選抜の受験を認めません。

出願資格
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教育文化学科は、中等教育および社会教育にかかわる教育委員会等の行政や教育機関、民間の教育関連産業などで活躍できる多
様な専門性を有する人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 現実社会の動きに強い関心を持ち、高等学校までに学習したすべての教科・科目と関連させて理解しようとしている。
2. 書籍やインターネットなど多様な情報源からデータを集め、それらを比較検討して、その価値を見極めようとしている。
（思考力・判断力・表現力）
3. 問題を解決するにあたって、様々な根拠を示しながら、論理的に結論を導きだそうとしている。
4. 学校内外の多様な活動において積極的に挑戦しており、自らを意欲的に表現しようとしている。
（主体性・多様性・協働性）
5. 自分の考え方をはっきり持ち、それを具体化するための道筋を真剣に考えようとしている。
6. 多様な文化的背景を持つ人とも協力し合いながら、目的の達成に向かって工夫しようとしている。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・大学での学修は、高等学校等で学んだ基礎知識の上に成立するものであり、英語・国語・地理歴史・公民・保健体育などの教科
　書の知識を理解しておくこと。
・大学での学修は、文献・資料の読解力や、論述力・表現力が必要となるため、幅広い読書等を通じて、他者の心情を理解し、
　自分の思考を言語にできるようにしておくこと。
・大学での学修は、何よりも自発的に行うことが大切であり、そのためにはしっかりとした予習・復習などの学習習慣を確立し
　ておくこと。
・これまでの学修内容を自身の強みとしながらも、現時点で不足している部分を自覚しつつ、いっそうの自発的な学習に注力すること。

総合理工学科は、理学、工学の教育研究を基盤に、専門的知識と総合的視野をもち、社会の発展に寄与できる人材の育成を目指
しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 総合理工学科での学修に必要な基礎学力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
2. 修得した知識に基づいて自ら考え、自分の考えを他者に伝える力を有する。
（主体性・多様性・協働性）
3. 理工学の専門分野を主体的に学ぼうとする強い意志を有する。
4. 何事にも興味を持つ好奇心、種々の課題にチャレンジする積極性、他者と良好なコミュニケーションを取ろうとする協調性
　 を有する。
入学前に身につけておくことが望ましい知識、技能、学習習慣
・高等学校および大学初年次段階までの数学、理科、英語をしっかりと学び、基礎学力を十分に身につけておく。
・他者の意見を聞き、自分の考えを相手に伝えられるよう、積極的にコミュニケーションを図るようにする。
・大学での学修は授業に出るだけでなく、事前事後学修が重要となるため、予習復習を日常行う学習習慣を身につけておく。
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教育学部は、教育諸科学の理論と教育実践との融合を図り、広く豊かな教養と視野および専門的知識・技能を育成するととも
に、現在、教育の現場から求められている「生きる力」をはぐくみ「生涯にわたり学び続けることのできる姿勢」を涵養するた
めの教育研究活動を通して、主に初等・中等教育に携わる人材及び幼児教育や保育などに携わる人材、並びに社会教育・生涯学
習に携わる人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 高等学校までの全ての教科等・科目での基礎的な学力を身につけている。
2. 教育現象や教育時事等に関心を持ち、様々な情報チャンネルを駆使して、自ら探求できる資質・能力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
3. 教育現象などに対して、課題を発見し、自ら探求しつつ学び、自ら考え、その考えを適切に表現できる。
4. 学内及び地域等で多様な活動を展開することによって、自ら「学ぶ」ための資質・能力の向上に努めることができる。
（主体性・多様性・協働性）
5. 大学内外で積極的に多様な教育課題を自ら発見し、学び続けることができる。
6. 自身の境遇や文化等と異なる人たちとの交流に努め、それらの人たちと協働することができる。

学
工
理

部

理工学部は、さまざまな問題が地球規模で複雑に絡み合った現代社会において、社会の発展に貢献できる人材の育成を目指しています。
この教育目的を達成するため、高等学校等における学修や活動を通じて、次のような能力・素養・意欲を備えた入学者を求めています。
求める学生像
（知識・技能）
1. 志望する専門学科の学修や、新しい知識や概念の獲得に必要な基礎学力を有する。
（思考力・判断力・表現力）
2. 自分の考えを論理的に整理し、相手に伝える力を有する。
（主体性・多様性・協働性）
3. 何事にも興味を持つ好奇心、種々の課題にチャレンジする積極性を有する。
4. 理工学の専門分野を主体的に学ぼうとする強い意欲を持ち、他者と協働して学ぶ意欲を有する。



出願するには、次の1～ 4の条件をすべて満たす必要があります。
１．外国籍を有する者。
２．「出入国管理及び難民認定法」による在留資格「留学」を有している者。あるいは、現在、日本に中長

期滞在可能な「留学」以外の在留資格を有している者で、本学入学試験に合格し、所定の入学手続き
を完了後、在留資格変更許可申請にて2027年3月31日までに帝京大学または帝京大学短期大学の学生
としての在留資格「留学」の取得が可能な者（ただし、Ⅱ期は在留資格「留学」を有している者のみ
受験を認めます）。

※

３．日本国内に居住する者（ただし、Ⅰ期に限り、国外居住者が短期ビザにより入国し、受験を希望する
場合、日本国内において手続き等を行うことが可能な代理人がいる者のみ受験を認めます）。

４．次のいずれかの学歴条件を満たす者。
①　外国において通常の課程による12年の学校教育（文部科学大臣が別に指定した11年以上の課程を含

む）を修了した者（2027年3月までに修了見込みの者を含む）。ただし、日本の学校教育法にもと
づく小学校・中学校・高等学校等に在学した者は、その期間が通算3年以内である場合に限る。
※「日本にある外国人学校」および「文部科学大臣が認定した在外教育施設」に在学した場合 
は、その在学期間を日本の学校教育法にもとづく小学校・中学校・高等学校等に在学したも 
のと同様とみなします。

②　外国において中等教育の課程を12年未満で修了し、日本国の文部科学大臣が指定した教育施設にお
いて大学に入学するための準備教育課程を修了した者および2027年3月までに修了見込みの者。

③　外国における、12年の課程修了相当の学力認定試験に合格した18歳以上の者（12年未満の課程の場
合は、さらに、指定された準備教育課程または研修施設の課程を修了する必要があります）。

④　外国の大学入学資格である国際バカロレア、アビトゥア、バカロレア、GCEAレベル、国際Aレベル、
欧州バカロレア資格を保有する者。

⑤　国際的な評価団体（WASC、CIS、ACSI、NEASC、Cognia、COBIS）の認定を受けた教育施設の12年
の課程を修了した者（2027年3月までに修了見込みの者を含む）。

編入学志願者は、上記1～ 4に加え、次のいずれかの条件を満たす必要があります。
　《編入学（2年次）》

次の⑴～⑻のいずれかに該当する者。
⑴　短期大学（外国の短期大学、および我が国における外国の短期大学相当として指定された学校を含

む）を卒業した者、または2027年3月卒業見込みの者。
⑵　高等専門学校を卒業した者、または2027年3月卒業見込みの者。
⑶　専修学校の特定専門課程を修了した者、または2027年3月修了見込みの者。※

⑶　専修学校の特定専門課程を修了した者、または2027年3月修了見込みの者。※

⑷　高等学校の専攻科の課程（修業年限が2年以上であり、かつ、文部科学大臣の定める基準を満たすも
の）を修了した者、または2027年3月修了見込みの者。

　　〈転学に相当する者〉
⑸　大学に1年以上在学し、31単位以上を修得した者、または2027年3月修得見込みの者。
⑹　外国において通常の課程による14年以上の学校教育を修了した者、または2027年3月までに修了見

込みの者、またはこれに準ずる者。
⑺　外国において通常の課程の大学に1年以上在学し、31単位相当以上を修得した者、または2027年3

月修得見込みの者。
　　〈学士入学に相当する者〉

⑻　大学を卒業した者、または2027年3月卒業見込みの者。

　《編入学（3年次）》
次の⑴～⑻のいずれかに該当する者。
⑴　短期大学（外国の短期大学、および我が国における外国の短期大学相当として指定された学校を含

む）を卒業した者、または2027年3月卒業見込みの者。
⑵　高等専門学校を卒業した者、または2027年3月卒業見込みの者。

⑷　高等学校の専攻科の課程（修業年限が2年以上であり、かつ、文部科学大臣の定める基準を満たすも
の）を修了した者、または2027年3月修了見込みの者。

在留資格「永住者」、「永住者の配偶者等」、「日本人の配偶者等」、「定住者」および日本国との
平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法に定める「特別永住
者」を有する者は、留学生特別選抜の受験を認めません。

出願資格
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◆留学生特別選抜における試験方式は、A方式、B方式、自己推薦方式の3種類があります。時期区分（入学年次）
により出願可能な試験方式は以下のとおりです。

◆自己推薦方式の募集学部・学科は以下のとおりです。

◯…出願可能　　×…出願不可（募集なし）

試験方式※

募集学部・学科

帝京大学・帝京大学短期大学

入学年次時期
区分 A方式 B方式 自己推薦方式

1年次入学

2年次・3年次編入学

1年次入学

2年次・3年次編入学

Ⅰ期

Ⅱ期

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

×

×

◆下表の英語資格・検定試験の基準スコアを満たしている場合、出願時に申請することにより合否判定の際
に10点加点となります。対象資格・検定試験については以下のとおりです。出願の際に、下表の中から1
種類選び、資格を証明する書類のコピー（A4サイズ・縦置き）を他の出願書類とともに提出してください
（20ページ参照）。   

経済学部・法学部・文学部・外国語学部 国際日本学科・教育学部 教育文化学科

※1 対象資格・検定試験は、2024年4月1日以降に受験したものに限り有効とします。
※2 対象資格・検定試験は、2025年4月1日以降に受験したものに限り有効とします。
TOEIC®およびTOEFL iBT®はETSの登録商標です。この発行物はETSの検討を受けまたは承認を得たものではあり
ません。

※ 同じ時期区分による試験方式・学部学科の併願はできません。
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対象資格・検定試験 基準スコア

GTEC（Advanced・CBT）※1

〈（株）ベネッセコーポレーション〉

TOEIC® Listening & Reading Test※2

〈（財）国際ビジネスコミュニケーション協会〉

IELTSTM（アカデミック・モジュール）※2

〈IDP:IELTS Australia〉
〈ブリティッシュ・カウンシル〉

TOEFL iBT（0-120スコア）® ※2

〈Educational Testing Service〉

TEAP（4技能）※2

〈（財）日本英語検定協会〉

930以上

550点以上

4.0以上

44以上

225以上

入試区分

優遇資格【対象：１年次入学（A方式・B方式・自己推薦方式）のみ】

TOEFL iBT（バンドスコア方式）® ※2

〈Educational Testing Service〉 3.0以上

　　〈転学に相当する者〉
⑸　大学に2年以上在学し、62単位以上を修得した者、または2027年3月修得見込みの者。
⑹　外国において通常の課程による14年以上の学校教育を修了した者、または2027年3月までに修了見

込みの者、またはこれに準ずる者。
⑺　外国において通常の課程の大学に2年以上在学し、62単位相当以上を修得した者、または2027年3

月修得見込みの者。
　　〈学士入学に相当する者〉

⑻　大学を卒業した者、または2027年3月卒業見込みの者。

※　⑶は、2026年4月1日施行の学校教育法改正により新たに定義された「特定専門課程」を対象としていま
す。施行日より前に専修学校の専門課程に入学した者については、経過措置により従前の例（修業年限2
年以上で、かつ、修了に必要な総授業時間数が1,700時間以上または62単位以上の専門課程）による取扱
いを行います。

◆日本留学試験成績利用で受験する  Ｂ方式志願者は、出願資格（11・12ページ参照）に加え、次の条件を満た
す必要があります。
・･独立行政法人日本学生支援機構が実施する「日本留学試験」で、下表に示す本学が指定する科目をすべ

て受験し、試験の得点が出願基準を満たす成績である者。
※日本留学試験の出題言語は、日本語、英語のどちらも可とします。

【日本留学試験（EJU）】

利用科

時期区分 有効な日本留学試験の実施時期

目 出願基準

帝京大学

経済学部

法学部

文学部

外国語学部

教育学部

①日本語（記述含む）※

②総合科目

①、②それぞれ

平均点以上

帝京大学

理工学部

①日本語（記述含む）

②数学（コース２）

③理科（物理・化学・生物から１科目選択）

−

帝京大学短期大学 日本語（記述含む）※ 平均点以上

※日本語については、合計と記述がそれぞれ平均点以上であること（理工学部を除く）。

【有効な日本留学試験の実施時期】
以下に指定した実施時期の中から１つを選択し、出願登録時に受験番号および点数を入力してください。
入学検定料納入後は、選択した実施時期の変更はできません。

Ⅰ期 2024年11月 2025年 6月 2025年11月 2026年 6月

Ⅱ期 2025年 6月 2025年11月 2026年 6月 2026年11月
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出願要件【対象：Ｂ方式のみ】

校 学学 ・ 部・短期大学



◆留学生特別選抜における試験方式は、A方式、B方式、自己推薦方式の3種類があります。時期区分（入学年次）
により出願可能な試験方式は以下のとおりです。

◆自己推薦方式の募集学部・学科は以下のとおりです。

◯…出願可能　　×…出願不可（募集なし）

試験方式※

募集学部・学科

帝京大学・帝京大学短期大学

入学年次時期
区分 A方式 B方式 自己推薦方式

1年次入学

2年次・3年次編入学

1年次入学

2年次・3年次編入学

Ⅰ期

Ⅱ期

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

×

×

◆下表の英語資格・検定試験の基準スコアを満たしている場合、出願時に申請することにより合否判定の際
に10点加点となります。対象資格・検定試験については以下のとおりです。出願の際に、下表の中から1
種類選び、資格を証明する書類のコピー（A4サイズ・縦置き）を他の出願書類とともに提出してください
（20ページ参照）。   

経済学部・法学部・文学部・外国語学部 国際日本学科・教育学部 教育文化学科

※1 対象資格・検定試験は、2024年4月1日以降に受験したものに限り有効とします。
※2 対象資格・検定試験は、2025年4月1日以降に受験したものに限り有効とします。
TOEIC®およびTOEFL iBT®はETSの登録商標です。この発行物はETSの検討を受けまたは承認を得たものではあり
ません。

※ 同じ時期区分による試験方式・学部学科の併願はできません。
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対象資格・検定試験 基準スコア

GTEC（Advanced・CBT）※1

〈（株）ベネッセコーポレーション〉

TOEIC® Listening & Reading Test※2

〈（財）国際ビジネスコミュニケーション協会〉

IELTSTM（アカデミック・モジュール）※2

〈IDP:IELTS Australia〉
〈ブリティッシュ・カウンシル〉

TOEFL iBT（0-120スコア）® ※2

〈Educational Testing Service〉

TEAP（4技能）※2

〈（財）日本英語検定協会〉

930以上

550点以上

4.0以上

44以上

225以上

入試区分

優遇資格【対象：１年次入学（A方式・B方式・自己推薦方式）のみ】

TOEFL iBT（バンドスコア方式）® ※2

〈Educational Testing Service〉 3.0以上



2027年度の入学に必要な諸費用は以下のとおりです。納入金の振り込み期限は入学手続締切日時（17ページ参照）
となります。入学手続締切日時の延期等は一切できませんのでご注意ください。

●･外国人留学生向けの奨学金制度により、入学金を150,000円とします。
【注意】休学・留年等により進級できなかった場合、新たに所属する年度および年次の学納金が適用されます。

〔1年次入学〕「2027年度納入金」 （単位︓円）

学部・学科・短期大学 入学金
（入学時のみ）

授業料 施設拡充費 実験実習費 学生傷害
保険費※1

（入学時のみ）

後援会
入会金

（入学時のみ）

後援会費
入学手続時
納入金額※2 後期分 初年度

納入金額合計
半期分 半期分 半期分 半期分

経済学部
　経済学科・経営学科・観光経営学科
法学部
　法律学科・政治学科
文学部
　日本文化学科・史学科・社会学科
外国語学部
　国際日本学科※3

教育学部
　教育文化学科

150,000

860,000 262,000

－ 4,660 5,000

10,000

725,660 566,000 1,291,660

430,000 131,000 5,000

経済学部
　国際経済学科※4 150,000

860,000 262,000
17,000 4,660 5,000

10,000
742,660 566,000 1,308,660

430,000 131,000 5,000

経済学部
　地域経済学科 150,000

816,000 206,000
－ 4,660 5,000

10,000
675,660 516,000 1,191,660

408,000 103,000 5,000

文学部
　心理学科 150,000

860,000 262,000 22,000
4,660 5,000

10,000
736,660 577,000 1,313,660

430,000 131,000 11,000 5,000

理工学部
　総合理工学科 150,000

1,004,000 288,000 166,000
4,660 5,000

10,000
893,660 734,000 1,627,660

502,000 144,000 83,000 5,000

帝京大学短期大学 150,000
760,000 189,000 10,000

2,430 5,000
10,000

641,930 484,500 1,126,430
380,000 94,500 5,000 5,000

※１　学生傷害保険費は、学研災付帯賠償責任保険を含む金額です。なお、保険費は変更になることがあります。
※２　

※２　

『入学手続時納入金額』の内訳は、入学時のみ納入するものと授業料・施設拡充費・実験実習費・後援会費の前期分です。後期分の納入方法について
は、入学後の10月初旬に通知します（後期分の納入期限は2027年10月末日となります）。納入方法等詳細は34ページをご参照ください。

※３　外国語学部国際日本学科は原則として全員に対し2年次前期に語学・文化研修プログラムを実施し、別途研修プログラム費用が必要となります。なお、
研修先は国内の本学協定校となります。費用等の詳細については、本学ホームページをご参照ください（https://www.teikyo-u.ac.jp/faculties/
f_language_d/global_japanese）。なお、社会情勢等により、研修は中止または延期となる可能性があります。

※４　経済学部国際経済学科の実験実習費は、1年次入学の方のみの納入となります。

〔2年次編入学〕「2027年度納入金」 （単位︓円）

学部・学科 入学金
（入学時のみ）

授業料 施設拡充費 実験実習費 学生傷害
保険費 ※1

（入学時のみ）

後援会
入会金

（入学時のみ）

後援会費
入学手続時
納入金額 ※2 後期分 初年度

納入金額合計
半期分 半期分 半期分 半期分

経済学部
　地域経済学科 150,000

816,000 206,000
－ 3,620 5,000

10,000
674,620 516,000 1,190,620

408,000 103,000 5,000

教育学部
　教育文化学科 150,000

860,000 262,000
－ 3,620 5,000

10,000
724,620 566,000 1,290,620

430,000 131,000 5,000

理工学部
　総合理工学科 150,000

1,004,000 288,000 166,000
3,620 5,000

10,000
892,620 734,000 1,626,620

502,000 144,000 83,000 5,000

※１　学生傷害保険費は、学研災付帯賠償責任保険を含む金額です。なお、保険費は変更になることがあります。
　『入学手続時納入金額』の内訳は、入学時のみ納入するものと授業料・施設拡充費・実験実習費・後援会費の前期分です。後期分の納入方法について
は、入学後の10月初旬に通知します（後期分の納入期限は2027年10月末日となります）。納入方法等詳細は34ページをご参照ください。
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納入金

は通常の入学金から150,000円に変更した金額です。

帝京大学

帝京大学短期大学

募集学部・学科・コース
募集学年・募集人員

キャンパス1年次
入学

2年次
編入学

3年次
編入学

経済学部

経済学科

若干名

−

若干名

八王子
国際経済学科 −

地域経済学科 若干名 宇都宮

経営学科 −

八王子

観光経営学科 −

法学部
法律学科 −

政治学科 −

文学部

日本文化学科 −

史学科 −

社会学科 −

心理学科 − −

外国語学部 国際日本学科※ 50名 − −

教育学部 教育文化学科 若干名 若干名 若干名

理工学部 総合理工学科

機械・航空宇宙コース

若干名 若干名 若干名 宇都宮
ロボティクス・AIコース

情報科学コース

環境バイオテクノロジーコース

※  ･外国語学部国際日本学科は、原則として2年次前期に全員に対し語学・文化研修プログラムを実施します
（研修先は日本国内の本学協定校になります）。

募集学科 募集学年 募集人員 キャンパス

人間文化学科
1年次入学のみ 若干名 八王子

現代ビジネス学科

－14－

募集人員



2027年度の入学に必要な諸費用は以下のとおりです。納入金の振り込み期限は入学手続締切日時（17ページ参照）
となります。入学手続締切日時の延期等は一切できませんのでご注意ください。

●･外国人留学生向けの奨学金制度により、入学金を150,000円とします。
【注意】休学・留年等により進級できなかった場合、新たに所属する年度および年次の学納金が適用されます。

〔1年次入学〕「2027年度納入金」 （単位︓円）

学部・学科・短期大学 入学金
（入学時のみ）

授業料 施設拡充費 実験実習費 学生傷害
保険費※1

（入学時のみ）

後援会
入会金

（入学時のみ）

後援会費
入学手続時
納入金額※2 後期分 初年度

納入金額合計
半期分 半期分 半期分 半期分

経済学部
　経済学科・経営学科・観光経営学科
法学部
　法律学科・政治学科
文学部
　日本文化学科・史学科・社会学科
外国語学部
　国際日本学科※3

教育学部
　教育文化学科

150,000

860,000 262,000

－ 4,660 5,000

10,000

725,660 566,000 1,291,660

430,000 131,000 5,000

経済学部
　国際経済学科※4 150,000

860,000 262,000
17,000 4,660 5,000

10,000
742,660 566,000 1,308,660

430,000 131,000 5,000

経済学部
　地域経済学科 150,000

816,000 206,000
－ 4,660 5,000

10,000
675,660 516,000 1,191,660

408,000 103,000 5,000

文学部
　心理学科 150,000

860,000 262,000 22,000
4,660 5,000

10,000
736,660 577,000 1,313,660

430,000 131,000 11,000 5,000

理工学部
　総合理工学科 150,000

1,004,000 288,000 166,000
4,660 5,000

10,000
893,660 734,000 1,627,660

502,000 144,000 83,000 5,000

帝京大学短期大学 150,000
760,000 189,000 10,000

2,430 5,000
10,000

641,930 484,500 1,126,430
380,000 94,500 5,000 5,000

※１　学生傷害保険費は、学研災付帯賠償責任保険を含む金額です。なお、保険費は変更になることがあります。
※２　

※２　

『入学手続時納入金額』の内訳は、入学時のみ納入するものと授業料・施設拡充費・実験実習費・後援会費の前期分です。後期分の納入方法について
は、入学後の10月初旬に通知します（後期分の納入期限は2027年10月末日となります）。納入方法等詳細は34ページをご参照ください。

※３　外国語学部国際日本学科は原則として全員に対し2年次前期に語学・文化研修プログラムを実施し、別途研修プログラム費用が必要となります。なお、
研修先は国内の本学協定校となります。費用等の詳細については、本学ホームページをご参照ください（https://www.teikyo-u.ac.jp/faculties/
f_language_d/global_japanese）。なお、社会情勢等により、研修は中止または延期となる可能性があります。

※４　経済学部国際経済学科の実験実習費は、1年次入学の方のみの納入となります。

〔2年次編入学〕「2027年度納入金」 （単位︓円）

学部・学科 入学金
（入学時のみ）

授業料 施設拡充費 実験実習費 学生傷害
保険費 ※1

（入学時のみ）

後援会
入会金

（入学時のみ）

後援会費
入学手続時
納入金額 ※2 後期分 初年度

納入金額合計
半期分 半期分 半期分 半期分

経済学部
　地域経済学科 150,000

816,000 206,000
－ 3,620 5,000

10,000
674,620 516,000 1,190,620

408,000 103,000 5,000

教育学部
　教育文化学科 150,000

860,000 262,000
－ 3,620 5,000

10,000
724,620 566,000 1,290,620

430,000 131,000 5,000

理工学部
　総合理工学科 150,000

1,004,000 288,000 166,000
3,620 5,000

10,000
892,620 734,000 1,626,620

502,000 144,000 83,000 5,000

※１　学生傷害保険費は、学研災付帯賠償責任保険を含む金額です。なお、保険費は変更になることがあります。
　『入学手続時納入金額』の内訳は、入学時のみ納入するものと授業料・施設拡充費・実験実習費・後援会費の前期分です。後期分の納入方法について
は、入学後の10月初旬に通知します（後期分の納入期限は2027年10月末日となります）。納入方法等詳細は34ページをご参照ください。
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納入金

は通常の入学金から150,000円に変更した金額です。



1．日程
時期区分 出願期間 選考試験日 合格発表日 入学手続締切日時

Ⅰ期 2026年10月 7日（水）～10月15日（木）
〈締切日必着〉

2027年 1月 5日（火）～ 1月12日（火）
〈締切日必着〉

11月21日（土）

Ⅱ期※ 2月20日（土）

12月 1日（火）

2月 26日（金）

12月14日（月）

3月12日（金）

※Ⅱ期は、在留資格「留学」を有している者のみ出願できます。
2．試験場

学部・学科・短期大学 試験場

帝京大学 経済学部（経済学科・国際経済学科・経営学科・観光経営学科）・法学部・
文学部・外国語学部・教育学部

帝京大学短期大学
八王子

帝京大学 経済学部（地域経済学科）・理工学部 宇都宮
志望先により試験場が異なりますので注意してください（35ページ参照）。
3．試験方式および選考方法  日本語の問題はマークシートと記述での解答になります。

学部・短期大学 試験方式 選考方法

　
　

帝京大学
　経済学部
　法学部
　文学部
　外国語学部
　教育学部

帝京大学短期大学

筆記試験（日本語の問題）＜必須＞

日本留学試験成績利用

書類審査
および

面　　接

書類審査
および

面　　接

A 方式

B 方式

自己推薦方式

筆記試験（日本語の問題）＜必須＞
日本留学試験成績利用

A 方式
B 方式

A 方式

B 方式

帝京大学
　理工学部

日本留学試験成績利用

書類審査および口頭試問

筆記試験（　　　 　　　）日本語の問題
数学 ※

※1年次入学では、Ⅰ期はマークシートのみ、Ⅱ期はマークシートと記述での解答となります。
　2年次・3年次編入学では、Ⅰ期・Ⅱ期ともに記述での解答になります。
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帝京大学 経済学部・法学部・文学部・外国語学部・教育学部　帝京大学短期大学

4．時間割  面接または口頭試問を欠席した場合、試験結果はすべて無効となります。
Ａ方式

時間
9︓00 ～ 9︓30

受験上の注意
9︓30 ～ 10︓30

筆記試験
11︓00 ～ 11︓15

面接の注意
11︓15 ～

面接

帝京大学 経済学部・法学部・文学部・外国語学部・教育学部・理工学部　帝京大学短期大学
時間

11︓00 ～ 11︓15
面接の注意

11︓15 ～
面接

Ｂ方式

帝京大学 経済学部・法学部・文学部・外国語学部・教育学部
時間

11︓00 ～ 11︓15
口頭試問の注意

11︓15 ～
口頭試問

自己推薦方式

帝京大学 理工学部
時間

9︓00 ～ 9︓30
受験上の注意

9︓30 ～ 11︓30
筆記試験

11︓30 ～ 12︓40
昼食

12︓40 ～ 13︓00
面接の注意

13︓00 ～
面接

入学試験内容

＜必須＞

16︓00 

16︓00 

〔3年次編入学〕「2027年度納入金」 （単位︓円）

学部・学科 入学金
（入学時のみ）

授業料 施設拡充費 実験実習費 学生傷害
保険費※1

（入学時のみ）

後援会
入会金

（入学時のみ）

後援会費
入学手続時
納入金額※2 後期分 初年度

納入金額合計
半期分 半期分 半期分 半期分

経済学部
　経済学科・国際経済学科
　経営学科・観光経営学科
法学部
　法律学科・政治学科
文学部
　日本文化学科・史学科・社会学科
教育学部
　教育文化学科

経済学部
　地域経済学科

理工学部
　総合理工学科

150,000

860,000 262,000

－ 2,430 5,000

10,000

723,430 566,000 1,289,430

430,000 131,000 5,000

150,000
816,000 206,000

－ 2,430 5,000
10,000

673,430 516,000 1,189,430
408,000 103,000 5,000

150,000
1,004,000 288,000 166,000

2,430 5,000
10,000

891,430 734,000 1,625,430
502,000 144,000 83,000 5,000

※１　学生傷害保険費は、学研災付帯賠償責任保険を含む金額です。なお、保険費は変更になることがあります。
※２　『入学手続時納入金額』の内訳は、入学時のみ納入するものと授業料・施設拡充費・実験実習費・後援会費の前期分です。後期分の納入方法について

は、入学後の10月初旬に通知します（後期分の納入期限は2027年10月末日となります）。納入方法等詳細は34ページをご参照ください。

〔2028年度以降納入金〕 （単位︓円）

学部・学科 経済・法・文・外国語・教育学部 理工学部 帝京大学短期大学

教材費概算 約50,000円 約50,000円 約50,000円

学部・学科・短期大学 入学年 授業料 施設拡充費 実験実習費 後援会費 2028年度
納入金合計

経済学部
　経済学科・国際経済学科・経営学科・観光経営学科
法学部
　法律学科・政治学科
文学部
　日本文化学科・史学科・社会学科

1年次入学 860,000 262,000 － 10,000 1,132,000

3年次編入学 860,000 262,000 － 10,000 1,132,000

経済学部
　地域経済学科

1年次入学 816,000 206,000 － 10,000 1,032,000

1,032,0002年次編入学 816,000 206,000 － 10,000

3年次編入学 816,000 206,000 － 10,000 1,032,000

文学部
　心理学科 1年次入学 860,000 262,000 22,000 10,000 1,154,000

外国語学部
　国際日本学科 1年次入学 860,000 262,000 － 10,000 1,132,000

教育学部
　教育文化学科

1年次入学 860,000 262,000 － 10,000 1,132,000

1,132,0002年次編入学 860,000 262,000 － 10,000

3年次編入学 860,000 262,000 － 10,000 1,132,000

理工学部
　総合理工学科

1年次入学 1,004,000 288,000 166,000

1,004,000 288,000 166,000

10,000 1,468,000

2年次編入学 10,000 1,468,000

3年次編入学 1,004,000 288,000 166,000 10,000 1,468,000

帝京大学短期大学 1年次入学 760,000 189,000 10,000 10,000 969,000

2028年度以降の納入金について
「2028年度以降の納入金」は変更になることがあります。
また、優秀な外国人留学生の修学を支援するために、本学の指定する一定以上の成績を修めた学生および、経済的条件を満た
した学生に対し奨学金を支給する制度があります。詳細は入学

寄付について（お願い）
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教育の質の向上、教育研究環境の整備のため、入学後に学校協力費のご寄付をお願いしております。任意ではありますが、趣
旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。

教材費について
入学後、初年度納入金額の他に教材費が必要となります（下表参照）。なお、学部・学科等によりパソコン購入費用等が別途
必要となる場合があります（34ページ参照）。

なお、入学前に本学から寄付金に関して個別に働きかけることはありませんので、仮に何らかの働きかけがあった場合には、
本学までご連絡ください。

後に説明いたします。



1．日程
時期区分 出願期間 選考試験日 合格発表日 入学手続締切日時

Ⅰ期 2026年10月 7日（水）～10月15日（木）
〈締切日必着〉

2027年 1月 5日（火）～ 1月12日（火）
〈締切日必着〉

11月21日（土）

Ⅱ期※ 2月20日（土）

12月 1日（火）

2月 26日（金）

12月14日（月）

3月12日（金）

※Ⅱ期は、在留資格「留学」を有している者のみ出願できます。
2．試験場

学部・学科・短期大学 試験場

帝京大学 経済学部（経済学科・国際経済学科・経営学科・観光経営学科）・法学部・
文学部・外国語学部・教育学部

帝京大学短期大学
八王子

帝京大学 経済学部（地域経済学科）・理工学部 宇都宮
志望先により試験場が異なりますので注意してください（35ページ参照）。
3．試験方式および選考方法  日本語の問題はマークシートと記述での解答になります。

学部・短期大学 試験方式 選考方法

　
　

帝京大学
　経済学部
　法学部
　文学部
　外国語学部
　教育学部

帝京大学短期大学

筆記試験（日本語の問題）＜必須＞

日本留学試験成績利用

書類審査
および

面　　接

書類審査
および

面　　接

A 方式

B 方式

自己推薦方式

筆記試験（日本語の問題）＜必須＞
日本留学試験成績利用

A 方式
B 方式

A 方式

B 方式

帝京大学
　理工学部

日本留学試験成績利用

書類審査および口頭試問

筆記試験（　　　 　　　）日本語の問題
数学 ※

※1年次入学では、Ⅰ期はマークシートのみ、Ⅱ期はマークシートと記述での解答となります。
　2年次・3年次編入学では、Ⅰ期・Ⅱ期ともに記述での解答になります。
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帝京大学 経済学部・法学部・文学部・外国語学部・教育学部　帝京大学短期大学

4．時間割  面接または口頭試問を欠席した場合、試験結果はすべて無効となります。
Ａ方式

時間
9︓00 ～ 9︓30

受験上の注意
9︓30 ～ 10︓30

筆記試験
11︓00 ～ 11︓15

面接の注意
11︓15 ～

面接

帝京大学 経済学部・法学部・文学部・外国語学部・教育学部・理工学部　帝京大学短期大学
時間

11︓00 ～ 11︓15
面接の注意

11︓15 ～
面接

Ｂ方式

帝京大学 経済学部・法学部・文学部・外国語学部・教育学部
時間

11︓00 ～ 11︓15
口頭試問の注意

11︓15 ～
口頭試問

自己推薦方式

帝京大学 理工学部
時間

9︓00 ～ 9︓30
受験上の注意

9︓30 ～ 11︓30
筆記試験

11︓30 ～ 12︓40
昼食

12︓40 ～ 13︓00
面接の注意

13︓00 ～
面接

入学試験内容

＜必須＞

16︓00 

16︓00 



【Ｆ】在留カードのコピー★

在留期間、現住所が更新されたものを提出してください。
記載がない場合でも必ず文字が欠けることがないように表面と裏面をコピーしてください。提出書類貼付用紙（巻末）をダ
ンロード・印刷し、枠内に貼付して提出してください。
●受付ができる在留カードの例 ●受付ができない在留カードの例

在留カードをコピーする際に、コピー機の縁に近づけすぎると、外側が切れてしまいます。
在留カードがすべて確認できるように配置してコピーしてください。
※この画像は出入国在留管理庁のホームページをもとに帝京大学が作成しています。

コピーした際に上辺や右辺が切れ
てしまっている。番号などの情報
を確認できない。

フラッシュやホログラム等により、
反射してしまっており、情報を鮮明
に確認することができない。

撮影者やカメラの影響で影ができ
てしまっており、情報を鮮明に確
認することができない。

ウ

上下左右が欠けていない。
反射や影などで確認できない部分がない。
在留カード番号や氏名等の文字の情報が
すべて鮮明に確認することができる。
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＜該当者のみ提出するもの＞

【Ｇ】日本国内教育機関（日本語学校、専門学校等）に関する証明書　※発行日が記載された原本
以下の書類のうち、該当するものをすべて提出してください。
【在学中の方】
●卒業見込証明書または在学証明書の原本
　入学年月、卒業（見込）年月＜在学期間＞が記載されているもの。
●成績証明書の原本
　出席率が記載されているもの。出席率の記載がない場合は、出席証明書も提出してください。
【過去に在籍したことがある方】
●卒業証明書の原本
　入学年月、卒業年月＜在学期間＞が記載されているもの。
●成績証明書の原本
　出席率が記載されているもの。出席率の記載がない場合は、出席証明書も提出してください。
【Ｈ】語学能力試験証明書のコピー
各種公的な語学能力試験の証明書がある場合、その証明書のコピーを必ず提出してください。
※試験結果のWebページは証明書として認められません。
★出願期間中に「更新中」の場合は、更新中のコピーを貼付し提出したうえで、更新完了後速やかに出願キャンパスへ提出してください。

【成績証明書について】
成績評価が A ～ E、１～５などの符号または略字評価されている場合、100点法やパーセンテージ等の評価基準の詳細が
記載されているものを提出してください。記載がない場合は、他の用紙に評価基準を記入し提出してください。

【高等学校卒業程度認定試験合格（見込）の方またはそれに相当する方】
合格（見込）証明書と成績証明書を提出してください。

【調査書について】
日本の高校を卒業した者および卒業見込の者は、調査書を提出してください（調査書を提出する場合、卒業（見込）証明書、
成績証明書の提出は不要です）。

【飛び級、繰上卒業、転校をした場合】
飛び級、繰上卒業、転校を証明する出身学校発行の証明書を提出してください（転校前の学校の証明書も含む）。

【Ｅ】パスポートのコピー★

顔写真、氏名、パスポート番号が記載されているページを文字が欠けることがないようにコピーしてください。提出書類貼付
用紙（巻末）をダウンロード・印刷し、枠内に貼付して提出してください。

※特定在留カードを提出する場合も、上記内容および在留カードの例に準じてコピーを提出してください。
　なお、裏面の個人番号（マイナンバー）は、必ず黒塗り等をして完全に判別できない状態にして提出してください。

・出願締切後の提出は、いかなる場合も認めません。
・ インターネット出願の申込サイトにて、出願情報を登録後、以下の出願書類を提出してください。
・ 23ページの「出願書類一覧表」を確認して、漏れがないように出願書類を揃えてください。
・ ･外国の証明書を提出する場合は、書類の到着に時間がかかる可能性があるので出願期間より前に準備を開始

してください。必要に応じて、36・37ページ「Q&A（よくある質問）」を参照してください。

1年次入学
＜全員提出するもの＞
【Ａ】志願票

入学検定料納入後

※不鮮明なものや、背景が無地でないものは受け付けません。
※髪の毛が目にかかっているなど、顔が判別しづらいものは受け付けません。
※インカメラで撮影するなどして、左右反転した写真は使用しないでください。
※画像に写真アプリ等で加工を施していないこと。加工等の理由により、他の出願書類と顔写真での本人確認ができない場合
　は、顔写真・出願書類の再提出を求めることがあるほか、不正行為と判断することがあります。

、インターネット出願サイトのマイページ「志願票・履歴書」ボタンからダウンロード・カラー印刷し、
提出してください。なお、出願登録時の顔写真登録については、以下の内容に注意してください。

【Ｂ】履歴書

【Ｃ】志望理由書
所定用紙（巻末）をダウンロード・印刷し、使用してください。
志願者本人が黒のボールペンを使用し、日本語で記入してください。※鉛筆・消せるボールペンは使用不可

出願書類

出願期間

出願の流れ
入学検定料納入後は、出願の内容変更や出願の取り消しはできません。
※自身の該当する項目は必ず入力してください。

出願書類の
準備 ➡ 出願情報

登録 ➡ 入学検定料
納入 ➡

出願書類提出
締切日時
必着 ➡ 受験票印刷

18～25ページ 26・27ページ 28・30ページ 29・30ページ 29ページ

時期区分 出願開始日時※
※出願締切日時

出願情報登録/入学検定料納入/出願書類到着
Ⅰ期 2026年10月 7日（水） 9:00 2026年10月15日（木） 16:30
Ⅱ期 2027年  1月 5日（火） 9:00 2027年 1月12日（火） 16:30

※日本時間での日時となります。

－18－

【Ｄ】出身校に関する証明書　※発行日が記載された原本（24・25ページ参照）
出身高等学校の卒業（見込）証明書と成績証明書を提出してください。（全学期分）
※最終出身校が大学等の場合も、出身高等学校の証明書のみ提出してください。

【証明書が日本語または英語以外の言語で作成されている場合】
必ず公的機関や日本語学校等が公印を押し、証明する日本語訳または英語訳をあわせて提出してください。

【原本（オリジナル）が提出できない場合】

を提出してください。
※卒業証書の原本・コピーは不可。

原本から正しく複製されたものであることを出身学校または公的機関によって証明されたコピー（Certified True Copy）

※出願期間前に証明書の原本を出願する各キャンパスの窓口に持参し、原本の確認を受け、Certified True Copyを作成する
ことも可能です。

出願手続（インターネットによる出願の申し込み）

目を
つむっている

マフラーや
サングラスを
着用している

目が
かくれている

アプリ等で
顔を加工している

背景が無地で
ないもの

写真の縮尺が
あっていないもの

証明写真を
撮影したもの

顔全体が
枠内に収まって

いない

●受付ができない顔写真の例



【Ｆ】在留カードのコピー★

在留期間、現住所が更新されたものを提出してください。
記載がない場合でも必ず文字が欠けることがないように表面と裏面をコピーしてください。提出書類貼付用紙（巻末）をダ
ンロード・印刷し、枠内に貼付して提出してください。
●受付ができる在留カードの例 ●受付ができない在留カードの例

在留カードをコピーする際に、コピー機の縁に近づけすぎると、外側が切れてしまいます。
在留カードがすべて確認できるように配置してコピーしてください。
※この画像は出入国在留管理庁のホームページをもとに帝京大学が作成しています。

コピーした際に上辺や右辺が切れ
てしまっている。番号などの情報
を確認できない。

フラッシュやホログラム等により、
反射してしまっており、情報を鮮明
に確認することができない。

撮影者やカメラの影響で影ができ
てしまっており、情報を鮮明に確
認することができない。

ウ

上下左右が欠けていない。
反射や影などで確認できない部分がない。
在留カード番号や氏名等の文字の情報が
すべて鮮明に確認することができる。

－19－

＜該当者のみ提出するもの＞

【Ｇ】日本国内教育機関（日本語学校、専門学校等）に関する証明書　※発行日が記載された原本
以下の書類のうち、該当するものをすべて提出してください。
【在学中の方】
●卒業見込証明書または在学証明書の原本
　入学年月、卒業（見込）年月＜在学期間＞が記載されているもの。
●成績証明書の原本
　出席率が記載されているもの。出席率の記載がない場合は、出席証明書も提出してください。
【過去に在籍したことがある方】
●卒業証明書の原本
　入学年月、卒業年月＜在学期間＞が記載されているもの。
●成績証明書の原本
　出席率が記載されているもの。出席率の記載がない場合は、出席証明書も提出してください。
【Ｈ】語学能力試験証明書のコピー
各種公的な語学能力試験の証明書がある場合、その証明書のコピーを必ず提出してください。
※試験結果のWebページは証明書として認められません。
★出願期間中に「更新中」の場合は、更新中のコピーを貼付し提出したうえで、更新完了後速やかに出願キャンパスへ提出してください。

【成績証明書について】
成績評価が A ～ E、１～５などの符号または略字評価されている場合、100点法やパーセンテージ等の評価基準の詳細が
記載されているものを提出してください。記載がない場合は、他の用紙に評価基準を記入し提出してください。

【高等学校卒業程度認定試験合格（見込）の方またはそれに相当する方】
合格（見込）証明書と成績証明書を提出してください。

【調査書について】
日本の高校を卒業した者および卒業見込の者は、調査書を提出してください（調査書を提出する場合、卒業（見込）証明書、
成績証明書の提出は不要です）。

【飛び級、繰上卒業、転校をした場合】
飛び級、繰上卒業、転校を証明する出身学校発行の証明書を提出してください（転校前の学校の証明書も含む）。

【Ｅ】パスポートのコピー★

顔写真、氏名、パスポート番号が記載されているページを文字が欠けることがないようにコピーしてください。提出書類貼付
用紙（巻末）をダウンロード・印刷し、枠内に貼付して提出してください。

※特定在留カードを提出する場合も、上記内容および在留カードの例に準じてコピーを提出してください。
　なお、裏面の個人番号（マイナンバー）は、必ず黒塗り等をして完全に判別できない状態にして提出してください。
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＜該当者のみ提出するもの＞

★出願期間中に「更新中」の場合は、更新中のコピーを貼付し提出したうえで、更新完了後速やかに出願キャンパスへ提出してください。

【Ｈ】日本国内教育機関（日本語学校、専門学校等）に関する証明書　※発行日が記載された原本

以下の書類の内、該当するものをすべて提出してください。
【在学中の方】
●卒業見込証明書または在学証明書の原本
　入学年月、卒業（見込）年月＜在学期間＞が記載されているもの。
●成績証明書の原本
　出席率が記載されているもの。出席率の記載がない場合は、出席証明書も提出してください。
【過去に在籍したことがある方】
●卒業証明書の原本
　入学年月、卒業年月＜在学期間＞が記載されているもの。

　なお、成績証明書に履修中の科目が記載されていない場合は「単位修得見込証明書」も提出してください。

●成績証明書の原本
出席率が記載されているもの。出席率の記載がない場合は、出席証明書も提出してください。

【Ｉ】語学能力試験証明書のコピー

各種公的な語学能力試験の証明書がある場合、その証明書のコピーを必ず提出してください。
※試験結果のWebページは証明書として認められません。

＜ B方式志願者のみ提出するもの＞
【Ｊ】日本留学試験　成績通知書のコピー

マイページに入力した日本留学試験の受験番号が記載された成績通知書のコピーを提出してください。
または、独立行政法人日本学生支援機構のホームページにて成績確認書をダウンロード・印刷し、提出してください。

【Ｇ】在留カードのコピー★

在留期間、現住所が更新されたものを提出してください。
記載がない場合でも必ず文字が欠けることがないように表面と裏面をコピーしてください。提出書類貼付用紙（巻末）をダウ
ンロード・印刷し、枠内に貼付して提出してください。
●受付ができる在留カードの例 ●受付ができない在留カードの例

在留カードをコピーする際に、コピー機の縁に近づけすぎると、外側が切れてしまいます。
在留カードがすべて確認できるように配置してコピーしてください。
※この画像は出入国在留管理庁のホームページをもとに帝京大学が作成しています。

コピーした際に上辺や右辺が切れ
てしまっている。番号などの情報
を確認できない。

フラッシュやホログラム等により、
反射してしまっており、情報を鮮明
に確認することができない。

撮影者やカメラの影響で影ができ
てしまっており、情報を鮮明に確
認することができない。上下左右が欠けていない。

反射や影などで確認できない部分がない。
在留カード番号や氏名等の文字の情報が
すべて鮮明に確認することができる。

※特定在留カードを提出する場合も、上記内容および在留カードの例に準じてコピーを提出してください。
　なお、裏面の個人番号（マイナンバー）は、必ず黒塗り等をして完全に判別できない状態にして提出してください。

【Ｆ】パスポートのコピー★

顔写真、氏名、パスポート番号が記載されているページを文字が欠けることがないようにコピーしてください。提出書類貼付
用紙（巻末）をダウンロード・印刷し、枠内に貼付して提出してください。

【Ｅ】履修授業概要（シラバス等）
編入学後の単位認定のための資料として、出身学校で履修済および履修中科目の授業内容がわかる資料および日本語訳を提
出してください。
※成績証明書に記載されている順番に並べて提出すること。

－20－

2年次・3年次編入学
＜全員提出するもの＞
【Ａ】志願票

入学検定料納入後、インターネット出願サイトのマイページ「志願票・受験票」ボタンからダウンロード・カラー印刷し、
提出してください。

【Ｂ】履歴書

【Ｃ】志望理由書
所定用紙（巻末）をダウンロード・印刷し、使用してください。
志願者本人が黒のボールペンを使用し、日本語で記入してください。※鉛筆・消せるボールペンは使用不可
【Ｄ】出身校に関する証明書　※発行日が記載された原本（24・25ページ参照）
以下の編入学に必要な単位を修得した学校（大学・専門学校等）の証明書を提出してください。
●卒業（見込）証明書または学位取得（見込）証明書の原本
●成績証明書の原本＜在学全学期分＞

【証明書が日本語または英語以外の言語で作成されている場合】
必ず公的機関や日本語学校等が公印を押し、証明する日本語訳または英語訳をあわせて提出してください。

【原本（オリジナル）が提出できない場合】
原本から正しく複製されたものであることを出身学校または公的機関によって証明されたコピー（Certified True Copy）
を提出してください。
※卒業証書の原本・コピーは不可。

出願期間前に証明書の原本を出願する各キャンパスの窓口に持参し、原本の確認を受け、Certified True Copyを作成する
ことも可能です。

※

※不鮮明なものや、背景が無地でないものは受け付けません。
※髪の毛が目にかかっているなど、顔が判別しづらいものは受け付けません。
※画像に写真アプリ等で加工を施していないこと。加工等の理由により、他の出願書類と顔写真での本人確認ができない場合
　は、顔写真・出願書類の再提出を求めることがあるほか、不正行為と判断することがあります。

【成績証明書について】
成績評価が A ～ E、１～５などの符号または略字評価されている場合、100点法やパーセンテージ等の評価基準の詳細が
記載されているものを提出してください。記載がない場合は、他の用紙に評価基準を記入し提出してください。

【飛び級、繰上卒業、転校をした場合】
飛び級、繰上卒業、転校を証明する出身学校発行の証明書を提出してください。

目を
つむっている

マフラーや
サングラスを
着用している

目が
かくれている

アプリ等で
顔を加工している

背景が無地で
ないもの

写真の縮尺が
あっていないもの

証明写真を
撮影したもの

顔全体が
枠内に収まって

いない

●受付ができない顔写真の例

＜ B方式志願者のみ提出するもの＞
【Ｊ】日本留学試験　成績通知書のコピー
マイページに入力した日本留学試験の受験番号が記載された成績通知書のコピーを提出してください。
または、独立行政法人日本学生支援機構のホームページにて成績確認書をダウンロード・印刷し、提出してください。

＜自己推薦方式志願者のみ提出するもの＞
【Ｋ】学修計画書
所定用紙（巻末）をダウンロード・印刷し、使用してください。
志願者本人が黒のボールペンを使用し、日本語で記入してください。※鉛筆・消せるボールペンは使用不可

※1 2024年4月1日以降に受験したものに限り有効とします。
※2 2025年4月1日以降に受験したものに限り有効とします。
※3  IELTSTMは、Computer-Delivered IELTSも利用可能です。2025年4月1日以降に受験したものに限り有効とします。
※4 TOEFL iBT
　　Test Taker Report PDF版は印刷したものを提出してください。

®は、Special Home Editionも利用可能です。2025年4月1日以降に受験したものに限り有効とします。

※5 TEAPについては、各受験回の合計点のみ有効とします。複数回受験した場合でも、各技能の最高点の合算はできません。
　　2025年4月1日以降に受験したものに限り有効とします。

※試験結果のWebページは証明書として認められません。

【Ｉ】優遇資格の取得証明書のコピー

英語資格・検定試験名 証明書類 英語資格・検定試験名 証明書類

対象の英語資格・検定試験の基準スコアを満たしている者は、1種類選び、資格を証明する書類のコピー（A 4 サイズ・縦置
き）を提出してください。

GTEC
（Advanced・CBT）※1

Official Score Certificate
（オフィシャルスコアに限る）

TOEIC® Listening 
& Reading Test ※2

公式認定証または
デジタル公式認定証のコピー

TOEFL iBT® ※4
Test Taker Score Report
またはExaminee Score Report
またはTest Taker Report PDF版

成績表

成績証明書
（Test Report Form）

TEAP（4技能）※5

IELTSTM（アカデミック・
モジュール）※3
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＜該当者のみ提出するもの＞

★出願期間中に「更新中」の場合は、更新中のコピーを貼付し提出したうえで、更新完了後速やかに出願キャンパスへ提出してください。

【Ｈ】日本国内教育機関（日本語学校、専門学校等）に関する証明書　※発行日が記載された原本

以下の書類の内、該当するものをすべて提出してください。
【在学中の方】
●卒業見込証明書または在学証明書の原本
　入学年月、卒業（見込）年月＜在学期間＞が記載されているもの。
●成績証明書の原本
　出席率が記載されているもの。出席率の記載がない場合は、出席証明書も提出してください。
【過去に在籍したことがある方】
●卒業証明書の原本
　入学年月、卒業年月＜在学期間＞が記載されているもの。

　なお、成績証明書に履修中の科目が記載されていない場合は「単位修得見込証明書」も提出してください。

●成績証明書の原本
出席率が記載されているもの。出席率の記載がない場合は、出席証明書も提出してください。

【Ｉ】語学能力試験証明書のコピー

各種公的な語学能力試験の証明書がある場合、その証明書のコピーを必ず提出してください。
※試験結果のWebページは証明書として認められません。

＜ B方式志願者のみ提出するもの＞
【Ｊ】日本留学試験　成績通知書のコピー

マイページに入力した日本留学試験の受験番号が記載された成績通知書のコピーを提出してください。
または、独立行政法人日本学生支援機構のホームページにて成績確認書をダウンロード・印刷し、提出してください。

【Ｇ】在留カードのコピー★

在留期間、現住所が更新されたものを提出してください。
記載がない場合でも必ず文字が欠けることがないように表面と裏面をコピーしてください。提出書類貼付用紙（巻末）をダウ
ンロード・印刷し、枠内に貼付して提出してください。
●受付ができる在留カードの例 ●受付ができない在留カードの例

在留カードをコピーする際に、コピー機の縁に近づけすぎると、外側が切れてしまいます。
在留カードがすべて確認できるように配置してコピーしてください。
※この画像は出入国在留管理庁のホームページをもとに帝京大学が作成しています。

コピーした際に上辺や右辺が切れ
てしまっている。番号などの情報
を確認できない。

フラッシュやホログラム等により、
反射してしまっており、情報を鮮明
に確認することができない。

撮影者やカメラの影響で影ができ
てしまっており、情報を鮮明に確
認することができない。上下左右が欠けていない。

反射や影などで確認できない部分がない。
在留カード番号や氏名等の文字の情報が
すべて鮮明に確認することができる。

※特定在留カードを提出する場合も、上記内容および在留カードの例に準じてコピーを提出してください。
　なお、裏面の個人番号（マイナンバー）は、必ず黒塗り等をして完全に判別できない状態にして提出してください。

【Ｆ】パスポートのコピー★

顔写真、氏名、パスポート番号が記載されているページを文字が欠けることがないようにコピーしてください。提出書類貼付
用紙（巻末）をダウンロード・印刷し、枠内に貼付して提出してください。

【Ｅ】履修授業概要（シラバス等）
編入学後の単位認定のための資料として、出身学校で履修済および履修中科目の授業内容がわかる資料および日本語訳を提
出してください。
※成績証明書に記載されている順番に並べて提出すること。
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2年次・3年次編入学
＜全員提出するもの＞
【Ａ】志願票

入学検定料納入後、インターネット出願サイトのマイページ「志願票・受験票」ボタンからダウンロード・カラー印刷し、
提出してください。

【Ｂ】履歴書

【Ｃ】志望理由書
所定用紙（巻末）をダウンロード・印刷し、使用してください。
志願者本人が黒のボールペンを使用し、日本語で記入してください。※鉛筆・消せるボールペンは使用不可
【Ｄ】出身校に関する証明書　※発行日が記載された原本（24・25ページ参照）
以下の編入学に必要な単位を修得した学校（大学・専門学校等）の証明書を提出してください。
●卒業（見込）証明書または学位取得（見込）証明書の原本
●成績証明書の原本＜在学全学期分＞

【証明書が日本語または英語以外の言語で作成されている場合】
必ず公的機関や日本語学校等が公印を押し、証明する日本語訳または英語訳をあわせて提出してください。

【原本（オリジナル）が提出できない場合】
原本から正しく複製されたものであることを出身学校または公的機関によって証明されたコピー（Certified True Copy）
を提出してください。
※卒業証書の原本・コピーは不可。

出願期間前に証明書の原本を出願する各キャンパスの窓口に持参し、原本の確認を受け、Certified True Copyを作成する
ことも可能です。

※

※不鮮明なものや、背景が無地でないものは受け付けません。
※髪の毛が目にかかっているなど、顔が判別しづらいものは受け付けません。
※画像に写真アプリ等で加工を施していないこと。加工等の理由により、他の出願書類と顔写真での本人確認ができない場合
　は、顔写真・出願書類の再提出を求めることがあるほか、不正行為と判断することがあります。

【成績証明書について】
成績評価が A ～ E、１～５などの符号または略字評価されている場合、100点法やパーセンテージ等の評価基準の詳細が
記載されているものを提出してください。記載がない場合は、他の用紙に評価基準を記入し提出してください。

【飛び級、繰上卒業、転校をした場合】
飛び級、繰上卒業、転校を証明する出身学校発行の証明書を提出してください。

目を
つむっている

マフラーや
サングラスを
着用している

目が
かくれている

アプリ等で
顔を加工している

背景が無地で
ないもの

写真の縮尺が
あっていないもの

証明写真を
撮影したもの

顔全体が
枠内に収まって

いない

●受付ができない顔写真の例

＜ B方式志願者のみ提出するもの＞
【Ｊ】日本留学試験　成績通知書のコピー
マイページに入力した日本留学試験の受験番号が記載された成績通知書のコピーを提出してください。
または、独立行政法人日本学生支援機構のホームページにて成績確認書をダウンロード・印刷し、提出してください。

＜自己推薦方式志願者のみ提出するもの＞
【Ｋ】学修計画書
所定用紙（巻末）をダウンロード・印刷し、使用してください。
志願者本人が黒のボールペンを使用し、日本語で記入してください。※鉛筆・消せるボールペンは使用不可

※1 2024年4月1日以降に受験したものに限り有効とします。
※2 2025年4月1日以降に受験したものに限り有効とします。
※3  IELTSTMは、Computer-Delivered IELTSも利用可能です。2025年4月1日以降に受験したものに限り有効とします。
※4 TOEFL iBT
　　Test Taker Report PDF版は印刷したものを提出してください。

®は、Special Home Editionも利用可能です。2025年4月1日以降に受験したものに限り有効とします。

※5 TEAPについては、各受験回の合計点のみ有効とします。複数回受験した場合でも、各技能の最高点の合算はできません。
　　2025年4月1日以降に受験したものに限り有効とします。

※試験結果のWebページは証明書として認められません。

【Ｉ】優遇資格の取得証明書のコピー

英語資格・検定試験名 証明書類 英語資格・検定試験名 証明書類

対象の英語資格・検定試験の基準スコアを満たしている者は、1種類選び、資格を証明する書類のコピー（A 4 サイズ・縦置
き）を提出してください。

GTEC
（Advanced・CBT）※1

Official Score Certificate
（オフィシャルスコアに限る）

TOEIC® Listening 
& Reading Test ※2

公式認定証または
デジタル公式認定証のコピー

TOEFL iBT® ※4
Test Taker Score Report
またはExaminee Score Report
またはTest Taker Report PDF版

成績表

成績証明書
（Test Report Form）

TEAP（4技能）※5

IELTSTM（アカデミック・
モジュール）※3



証明書の
を準備する

NOYESNOYES

証明書の原本をコピーする

原本から正しく複製された
ものであることを公的機関
で証明してもらう

してもらう）

証明書の原本をコピーする

原本から正しく複製された
ものであることを公的機関
で証明してもらう

してもらう）

日本語または英語の翻訳を
作成する

原本から正しく翻訳された
ものであることを公的機関
で証明してもらう
（日本語学校・翻訳会社等に
おける翻訳証明でも可）

日本語または英語の翻訳を
作成する

原本から正しく翻訳された
ものであることを公的機関
で証明してもらう
（日本語学校・翻訳会社等に
おける翻訳証明でも可）

【提出書類】
①日本語または英語以外の証明書

②日本語または英語の翻訳（公的
機関等が発行した翻訳証明であ
ること）

【提出書類】
日本語または英語の証明書の

【提出書類】
①日本語または英語以外の証明書
の原本

②日本語または英語の翻訳（公的
機関等が発行した翻訳証明であ
ること）

【提出書類】
日本語または英語の証明書の原本

できない

ない

Process 2

Process 1

※該当しない人は、原則、　　　に進んで
　くだい。

Process 2

卒業（見込）証明書・成績証明書の提出方法について
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出願書類一覧表

証明書の
を準備する

NOYESNOYES

証明書の原本をコピーする

原本から正しく複製された
ものであることを公的機関
で証明してもらう

してもらう）

証明書の原本をコピーする

原本から正しく複製された
ものであることを公的機関
で証明してもらう

してもらう）

日本語または英語の翻訳を
作成する

原本から正しく翻訳された
ものであることを公的機関
で証明してもらう
（日本語学校・翻訳会社等に
おける翻訳証明でも可）

日本語または英語の翻訳を
作成する

原本から正しく翻訳された
ものであることを公的機関
で証明してもらう
（日本語学校・翻訳会社等に
おける翻訳証明でも可）

【提出書類】
①日本語または英語以外の証明書

②日本語または英語の翻訳（公的
機関等が発行した翻訳証明であ
ること）

【提出書類】
日本語または英語の証明書の

【提出書類】
①日本語または英語以外の証明書
の原本

②日本語または英語の翻訳（公的
機関等が発行した翻訳証明であ
ること）

【提出書類】
日本語または英語の証明書の原本

できない

ない

Process 2

Process 1

※該当しない人は、原則、　　　に進んで
　くだい。

Process 2

卒業（見込）証明書・成績証明書の提出方法について

－22－

●…全員提出する書類　　△…該当者のみ提出する書類

出願書類
1年次入学 編入学

A方式 B方式 自己推薦方式 A方式 B方式

志願票・履歴書 ● ● ● ● ●

志望理由書 ● ● ● ● ●

出身校に関する証明書
（卒業（見込）証明書または
 学位取得（見込）証明書）※ 1

● ● ● ● ●

出身校に関する証明書
（成績証明書）※ 1 ● ● ● ● ●

日本留学試験 成績通知書のコピー ● ●

学修計画書 ●

履修授業概要（シラバス等） ● ●

パスポートのコピー ● ● ● ● ●

在留カードのコピー △※ 2 △※ 2 △※ 2 △※ 2 △※ 2

日本国内教育機関に関する証明書
（卒業見込証明書、在学証明書）※ 3 △ △ △ △ △

日本国内教育機関に関する証明書
（成績証明書）※ 3 △ △ △ △ △

日本国内教育機関に関する証明書
（単位修得見込証明書）※ 2 △※ 5 △※ 5

日本国内教育機関に関する証明書
（出席証明書）※ 3 △ △ △ △ △

語学能力試験証明書のコピー △ △ △ △ △

優遇資格の取得証明書コピー※ 4 △ △ △

※ 1 飛び級や繰上卒業、転校をした場合は、その内容がわかる証明書を提出してください。
※ 2 在籍したすべての学校の証明書を提出してください。
※ 3 �Ⅰ期にて日本国外から出願する場合は提出不要です。Ⅱ期は在留資格「留学」を有する者のみ出願可能なため、　　　

必ず提出してください。
※ 4 指定の条件を満たしていない場合、優遇資格として認められません。
※ 5 成績証明書に履修中の科目が記載されている場合は提出不要です。



⑤コピーやWeb画面の印刷は提出できません

以下の卒業証明書例を参考に［注意事項］をよく読み、不備が無いよう確認し、提出してください。
出願書類に不備がある場合は受け付けません。
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⑥コピーやWeb画面の印刷は提出できません

以下の成績証明書例を参考に［注意事項］をよく読み、不備が無いよう確認し、提出してください。
出願書類に不備がある場合は受け付けません。
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⑤コピーやWeb画面の印刷は提出できません

以下の卒業証明書例を参考に［注意事項］をよく読み、不備が無いよう確認し、提出してください。
出願書類に不備がある場合は受け付けません。
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出願完了までの流れは、以下の通りです

インターネットに接続されたパソコン、プリンターなど
を用意してください。
出願書類※は、発行まで時間を要する場合があります。
早めに準備を始め、出願前には必ず手元にあるように
しておいてください。

証明書

画面の手順に従って、必要事項を入力してマイページ登録を行ってください。
なお、マイページの登録がお済みの方は、STEP４に進んでください。

https://e-apply.jp/ds/teikyo-international/

https://www.teikyo-u.ac.jp/

②メールアドレスの登録を行って
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

④登録したメールアドレスに
　初期パスワードと
　本登録用URLが届きます。

事前準備

マイページの登録

インターネット出願サイトにアクセス

③ユーザー登録画面から
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

⑤ログイン画面から
　登録したメールアドレスと④で
　届いた『初期パスワード』にて
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

⑥初期パスワードの変更を
　行ってください。

⑧個人情報を確認して
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

⑦表示された個人情報を入力して
　　　　　　　　　　　を
　クリックしてください。

事前準備 出願サイトに
アクセス

出願内容の
登録

入学検定料の
支払い

出願
完了

マイページの
登録

出願書類の
提出

受験票の
印刷

仮登録メールを送信

この内容で登録する次へ

①初めて登録する方は
　　　　　　　　　　  から
　ログインしてください。

マイページ登録

※出願書類… 志望理由書、各種証明書、顔写真データなど
 詳細は入学試験要項を参照してください

ログインページへ

ログイン

インターネット出願の流れ

STEP 7STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5 STEP 6

STEP

1

STEP

2

STEP

3

志望理由書

（顔写真データ）

インターネット
出願サイト

または、

からアクセス
大学ホームページ

※＠e-apply.jpのドメインからのメール
　を受信できるように設定してください。
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画面の手順や留意事項を必ず確認して、画面に従って必要事項を入力してください。

①マイページログイン後の
    　　　          　　ボタン
　から登録画面へ

②入試区分選択と留意事項の
　確認

③学科・コースおよび受験科目
　等の選択

④顔写真のアップロード

出願内容の登録

●コンビニエンスストア
●ペイジー対応銀行ATM
●ネットバンキング ●クレジットカード

⑤個人情報（氏名・住所等）の
　入力

⑥出願内容の確認 ⑦申込登録完了 ⑧入学検定料の支払い方法

⑨登録完了となります。
　　　　　　　　　　　を
　クリックしてください。

⑩上記ページが表示されたら
　マイページ登録は完了です。
※出願受付中の場合のみ、　　　　　　　　　　　　 ボタンをクリックすると出願手続に進めます。
　登録期間外の場合は、これより先に進めませんので　　　　　　　  ボタンをクリックしてください。

出願手続きを行う
ログアウト

⑨出願に必要な書類PDF
　（イメージ）
※検定料納入後に出力可能となります。

申込登録完了後は、登録内容の修正・変更ができませんので誤入力のないよう注意してください。
ただし、入学検定料支払い前であれば正しい出願内容で再登録することで、実質的な修正が可能です。
※「入学検定料の支払い方法」でクレジットカードを選択した場合は、出願登録と同時に支払いが完了しますので注意してください。

出願手続きを行う

マイページへ

 ボタンをクリックし
写真を選択します。

 ボタンを
クリックし検定料のお支払い画面へ。

引き続き支払う

写真選択へ

STEP

4

申込登録完了後に確認メールが送信されます。メールを受信制限している場合は、送信元（@e-apply.jp）からのメール受信を
許可してください。　※確認メールが迷惑フォルダなどに振り分けられる場合がありますので、注意してください。

ローソン、ミニストップ、ファミリーマート、ペイジー対応銀行ATMの場合
払込票番号
メモ（13桁）

セブン-イレブンの場合

オンライン決済
番号メモ（11桁）

確認番号
メモ（6桁）

収納機関番号
（5桁）

お客様番号
メモ（11桁）

デイリーヤマザキ、セイコーマートの場合

入学検定料の支払い方法で「コンビニエンスストア」または「ペイジー対応銀行ATM」を選択された方は、支払い方法の
選択後に表示されるお支払いに必要な番号を下記メモ欄に控えたうえ、通知された「お支払い期限」内にコンビニエンス
ストアまたはペイジー対応銀行ATMにてお支払いください。

5 8 0 2 1 ※収納機関番号は、ペイジーで
お支払いの際に必要となります。
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出願完了までの流れは、以下の通りです

インターネットに接続されたパソコン、プリンターなど
を用意してください。
出願書類※は、発行まで時間を要する場合があります。
早めに準備を始め、出願前には必ず手元にあるように
しておいてください。

証明書

画面の手順に従って、必要事項を入力してマイページ登録を行ってください。
なお、マイページの登録がお済みの方は、STEP４に進んでください。

https://e-apply.jp/ds/teikyo-international/

https://www.teikyo-u.ac.jp/

②メールアドレスの登録を行って
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

④登録したメールアドレスに
　初期パスワードと
　本登録用URLが届きます。

事前準備

マイページの登録

インターネット出願サイトにアクセス

③ユーザー登録画面から
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

⑤ログイン画面から
　登録したメールアドレスと④で
　届いた『初期パスワード』にて
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

⑥初期パスワードの変更を
　行ってください。

⑧個人情報を確認して
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

⑦表示された個人情報を入力して
　　　　　　　　　　　を
　クリックしてください。

事前準備 出願サイトに
アクセス

出願内容の
登録

入学検定料の
支払い

出願
完了

マイページの
登録

出願書類の
提出

受験票の
印刷

仮登録メールを送信

この内容で登録する次へ

①初めて登録する方は
　　　　　　　　　　  から
　ログインしてください。

マイページ登録

※出願書類… 志望理由書、各種証明書、顔写真データなど
 詳細は入学試験要項を参照してください

ログインページへ

ログイン

インターネット出願の流れ

STEP 7STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5 STEP 6

STEP

1

STEP

2

STEP

3

志望理由書

（顔写真データ）

インターネット
出願サイト

または、

からアクセス
大学ホームページ

※＠e-apply.jpのドメインからのメール
　を受信できるように設定してください。
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セブン-イレブン ローソン
ミニストップ ファミリーマート セイコーマート Pay-easy

利用ATM
デイリーヤマザキ

ヤマザキデイリーストアー

Loppi ペイジー対応銀行ATM店頭レジ店頭レジ 店頭レジ

レジで検定料を現金で支払う※
発券された申込券（受付票）をレジへ持参し、

検定料を現金で支払う※
申込券（受付票）発行後は30分以内にレジにて

支払ってください。

払込受領証または受領書（レシート形式）を必ず受け取る領収書（レシート形式）を必ず受け取る ご利用明細書を
必ず受け取る

支払い内容確認

レジで
「インターネット代金

支払い」と伝える

「税金・料金払い
込み」などを選択

レジで
「インターネット代金

支払い」と伝える

「確認番号（6桁）」
入力

「お客様番号
（11桁）」入力

「オンライン決済番号
（11桁）」を伝える

収納機関番号
「58021」

を入力

「現金」「キャッシュ
カード」を選択し

支払う※

レジで検定料を
現金で支払う※

「オンライン決済番号
（11桁）」を伝える

「払込票番号
（13桁）」を伝える

レジで
「オンライン決済」と

伝える

「各種番号をお持ち
の方」を選択

「お客様番号
（11桁）」入力

「マルチペイメント
サービス」を選択

「確認番号（6桁）」
入力

支払い内容確認

「確認番号（6桁）」
入力

「お客様番号
（11桁）」入力

支払い内容確認

入学検定料の支払い

1 クレジットカードでの支払い
出願内容の登録時に選択し、支払いができます。
【ご利用可能なクレジットカード】
VISA、Master、JCB、AMERICAN EXPRESS、MUFGカード、DCカード、UFJカード、NICOSカード

出願登録時に支払い完了 Webで手続き完了

3 コンビニエンスストアでの支払い 4 ペイジー対応銀行ATMでの支払い

●レジで支払い可能

コンビニエンスストア

●店頭端末を利用して支払い可能

Loppi

2 ネットバンキングでの支払い

※決済する口座がネットバンキング契約されていることが必要です

※ゆうちょ銀行・銀行ATMを利用する場合、現金で10万円を超える場合はキャッシュカードで支払ってください。コンビニエンスストアを利用の場合は現金で30万円までの支払いとなります。
※コンビニでのお支払いは日本のみ利用できます。

3 銀行ATM4

各コンビニ端末画面・ATMの画面表示に従って必要な情報を入力し、
内容を確認してから入学検定料を支払ってください。

出願内容の登録後に表示される
お支払いに必要な番号を控えて、
ペイジー対応銀行ATMにて画面の
指示に従って操作のうえお支払い
ください。

出願内容の登録後、ご利用画面からそのまま各金融
機関のページへ遷移しますので、画面の指示に
従って操作し、お支払いください。

マルチコピー機

「代金支払い/チャージ
（コンビニでお支払い
Payment/Charge）」

を選択

STEP

5

※利用可能な銀行は「支払い方法選択」画面で確認してください。

※コンビニでのお支払いは日本のみ利用できます。

出願内容の登録後に表示されるお支払いに必要な番号を控えて、
コンビニエンスストアでお支払いください。

マルチコピー機
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出願登録、入学検定料の支払後にダウンロードできる書類を印刷し、その他の出願書類と併せて出願期間内に
郵便局窓口から「簡易書留郵便」で郵送にて各キャンパスに提出してください。※出願締切日必着。（締切日消印
有効ではありません）

詳細は入学試験要項「出願書類」を確認してください。

※提出した出願書類および入学検定料は、いかなる理由があっても
　返還しません。

出願はインターネット出願サイトでの登録完了後、入学検定料を支払い、出願書類を提出して完了となります。
登録が完了しても出願締切日に書類が届かなければ出願を受理できませんので注意してください。
インターネット出願は24時間可能です。ただし、出願登録および入学検定料の支払いは出願締切日の16時30分（日本時間）まで（営業時間はコンビニ
エンスストアやATMなど、施設によって異なります）、出願書類の提出は出願締切日必着です。ゆとりを持った出願を心がけてください。

出願書類の印刷・提出

■出願書類

〈出願完了〉
出願時の
注意点

出願書類

提出先

宛名シート

⑴ マイページに表示された　　　　　　　　 の
 ボタンをクリックしてください。
⑵  お支払いが正常に完了すると
　　     のボタンがクリックできる
 ようになり入学願書の出力ができます。

「入学願書」の印刷方法

登録しただけでは出願は完了していませんので注意してください。

出願書類提出用宛名シート
市販の角形2号封筒（24㎝×33.2㎝）

に貼り付けて作成

志願票・履歴書

志願票・履歴書

学部・学科によって異なります。
入学試験要項で確認してください。

STEP

6

志願票

志願票

志望
理由書

志望理由書

卒業証明書

※開封無効

在留カード
パスポートのコピー

など

郵送で提出

●出願受付処理が完了し、受験番号が確定した後、出願時に登録したメールアドレスに「受験票メール」を送ります。
受験票については、試験日の1週間前9：00（日本時間）からインターネット出願サイトのマイページにて確認が
できます。

●「受験票メール」が届かない場合や、受験票が表示されない場合は、試験日3日前までに必ず出願をした各キャン
パスまで申し出てください。

●出願書類に不備がある場合は、完備するまで受験票は発行できません。

必ずカラー印刷し、試験当日持参してください（※郵送はいたしません）。

受験票の印刷

受験票
氏名：○○○○
入試：×××入試

【印刷に関する注意事項】 受験票は必ずA4用紙に片面（カラー）印刷にしてください。

STEP

7

※提出方法に関わらず
　封筒に貼り付けて
　ください。
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セブン-イレブン ローソン
ミニストップ ファミリーマート セイコーマート Pay-easy

利用ATM
デイリーヤマザキ

ヤマザキデイリーストアー

Loppi ペイジー対応銀行ATM店頭レジ店頭レジ 店頭レジ

レジで検定料を現金で支払う※
発券された申込券（受付票）をレジへ持参し、

検定料を現金で支払う※
申込券（受付票）発行後は30分以内にレジにて

支払ってください。

払込受領証または受領書（レシート形式）を必ず受け取る領収書（レシート形式）を必ず受け取る ご利用明細書を
必ず受け取る

支払い内容確認

レジで
「インターネット代金

支払い」と伝える

「税金・料金払い
込み」などを選択

レジで
「インターネット代金

支払い」と伝える

「確認番号（6桁）」
入力

「お客様番号
（11桁）」入力

「オンライン決済番号
（11桁）」を伝える

収納機関番号
「58021」

を入力

「現金」「キャッシュ
カード」を選択し

支払う※

レジで検定料を
現金で支払う※

「オンライン決済番号
（11桁）」を伝える

「払込票番号
（13桁）」を伝える

レジで
「オンライン決済」と

伝える

「各種番号をお持ち
の方」を選択

「お客様番号
（11桁）」入力

「マルチペイメント
サービス」を選択

「確認番号（6桁）」
入力

支払い内容確認

「確認番号（6桁）」
入力

「お客様番号
（11桁）」入力

支払い内容確認

入学検定料の支払い

1 クレジットカードでの支払い
出願内容の登録時に選択し、支払いができます。
【ご利用可能なクレジットカード】
VISA、Master、JCB、AMERICAN EXPRESS、MUFGカード、DCカード、UFJカード、NICOSカード

出願登録時に支払い完了 Webで手続き完了

3 コンビニエンスストアでの支払い 4 ペイジー対応銀行ATMでの支払い

●レジで支払い可能

コンビニエンスストア

●店頭端末を利用して支払い可能

Loppi

2 ネットバンキングでの支払い

※決済する口座がネットバンキング契約されていることが必要です

※ゆうちょ銀行・銀行ATMを利用する場合、現金で10万円を超える場合はキャッシュカードで支払ってください。コンビニエンスストアを利用の場合は現金で30万円までの支払いとなります。
※コンビニでのお支払いは日本のみ利用できます。

3 銀行ATM4

各コンビニ端末画面・ATMの画面表示に従って必要な情報を入力し、
内容を確認してから入学検定料を支払ってください。

出願内容の登録後に表示される
お支払いに必要な番号を控えて、
ペイジー対応銀行ATMにて画面の
指示に従って操作のうえお支払い
ください。

出願内容の登録後、ご利用画面からそのまま各金融
機関のページへ遷移しますので、画面の指示に
従って操作し、お支払いください。

マルチコピー機

「代金支払い/チャージ
（コンビニでお支払い
Payment/Charge）」

を選択

STEP

5

※利用可能な銀行は「支払い方法選択」画面で確認してください。

※コンビニでのお支払いは日本のみ利用できます。

出願内容の登録後に表示されるお支払いに必要な番号を控えて、
コンビニエンスストアでお支払いください。

マルチコピー機



　　〔A 方式〕・〔自己推薦方式〕35,000円　　　　〔B 方式〕20,000円

　　※納入された入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません
※入学検定料の他に、払込手数料がかかります。

。

1．入学検定料

2．出願書類の提出

※指定の出願期間および出願するキャンパス以外での受付は行いません
※窓口での受付は行いません。書類の提出は郵送のみとなります。

。
※出願情報登録のみ、または出願書類の提出のみでは出願完了となりませんのでご注意ください。

・インターネット出願サイトより封筒表書きをダウンロード・印刷し、A4サイズの書類が入る封筒に貼付し
　て出願してください。
　※マイページ「志願票・履歴書」の３枚目にある「宛名ラベル」をダウンロード・印刷してください。
・封筒に入れる前に、「出願書類一覧表」（23ページ参照）で出願書類を確認してください。
・出願書類（18～25ページ参照）を封筒に入れ、出願期間内（17ページ参照）に郵便局より必ず「簡易書留」
　で郵送してください。郵便局が発行する「書留・特定記録郵便物等受領証」は大切に保管してください。
・出願書類は 出願締切日必着 です。出願締切日の消印有効ではありません。
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3．その他の注意
・出願締切日時（17 ページ参照）までに〔出願情報登録〕、〔入学検定料納入〕、〔出願書類到着〕が完了してい
　ない場合、出願は受け付けません。
・出願書類に不備がある場合は受け付けません。

・出願書類や出願時の記載事項は真正なものに限ります。また、顔写真の加工は認められません。虚偽・加工
　があった場合、不正行為として扱います。

　なお、書類・記載事項に不正が認められた場合は、判明した時点で資格（出願・合格・入学）を取り消
　します（証明書等の発行元に問い合わせることがあります）。 
　このことによる入学検定料や納入金等の返還は一切行いません。

・入学検定料振込後の試験日、学校・志望学部・学科・コース、年次、試験方式、日本留学試験実施時期
　の変更は、いかなる場合も認めません。
・提出された出願書類および入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。
・出願時に登録した住所・連絡先・メールアドレスに変更が生じた場合は、直ちに出願をした各キャンパ
　ス（35ページ参照）まで申し出てください。

受験および修学上の特別配慮について

身体機能の障がいや疾病・疾患等により、受験および修学上特別な配慮を必要とする場合は、出願前
（遅くとも出願締切日の2週間前まで）に出願する各キャンパス（35ページ参照）まで申し出てください。
本学の対応を決定した後に、出願していただきます。要望に対応できない場合もありますので、予めご
了承ください。
また、不慮の事故等により、出願後に特別な配慮が必要となった場合も速やかに連絡してください。

1．試験場の下見

2．受験票
・

・受験票の表面および裏面には、書き込みをしないでください。

4．試験室への入室時刻

5．遅刻・欠席について
Ａ方式

Ｂ方式、自己推薦方式
　面接・口頭試問開始後30分以内の遅刻に限り、受験を認めます。ただし、面接または口頭試問の順番は最後と
　なります。

6．昼食について
理工学部のA方式受験者は、昼食を持参してください。
なお、飲食する場合は、においの強いもの等は避けてください。

7．受験上の注意
①　試験場および試験室の入口で受験票の提示を求めることがあります。
②　試験中は監督者の指示に従ってください。
③　試験場および試験室において、他の受験者に迷惑となるような行為を禁止します。
④　受験票は、試験室の外に出る際には、必ず携帯してください。
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・試験室へは8︓00より入室可能です。
・試験についての注意事項を説明しますので、A 方式は8︓50までに、B 方式、自己推薦方式は10︓50まで
に指定された試験室に入室し、机上の受験番号ラベルが受験票の受験番号と同一であることを確認して、
着席してください。

3．試験日・試験場
・試験日・試験場については、受験票で必ず確認してください。
・指定された試験日・試験場以外では、受験できません。
・受験者用の駐車場はありません。試験場へは公共交通機関を利用してください（35ページ参照）。
・試験室の位置等については、当日、試験場の入口付近に掲示します。
・上履きを持参する必要はありません。
・受験者以外（付添者）の試験室フロア等への立ち入りは、原則としてできません。立入可能区域について
は、係員にお尋ねください。

　なお、付添者控室はありません。受験者の介助等で付添者が必要な場合は、試験日前日までに出願をした
各キャンパス（35ページ参照）へ申し出てください。

試験当日は必ずA4サイズでカラー印刷した受験票を持参してください。受験票がない者は受験できません。
試験当日、忘れ・紛失等で手元に受験票がない場合は、本人確認書類（学生証、マイナンバーカード、在留
カード等）を持参の上、試験場内の『入試相談コーナー』へ申し出てください。

交通機関・道順・所要時間を調べる程度にとどめてください。
下見のために、建物や試験室に立ち入ることはできません。

試験当日、天候不良や事故・地震等により公共交通機関に乱れが生じている場合でも、試験場に向かって
ください（その日のうちに必ず入学試験が行われるものと理解してください）。
なお、公共交通機関（バス・車の渋滞は除く）の遅延が発生している、または予想され、試験開始時刻に
間に合わない場合は、受験票表面に記載されている試験場電話番号に連絡をして指示を受けてください。
主要公共交通機関（バス・車の渋滞等は除く）の乱れにより、多数の受験者が試験開始時刻に間に合わな
いと本学が判断した場合のみ、試験開始時刻を遅らせることがあります。

①試験科目が1科目の場合
　試験開始後30分以内の遅刻に限り、受験を認めます。ただし、試験時間の延長は認めません。
　筆記試験を欠席した場合、面接を受けることはできません。また面接を欠席した場合、当日の試験結果
　は無効となります。
②試験科目が2科目の場合
　試験開始後50分以内の遅刻に限り、受験を認めます。ただし、試験時間の延長は認めません。
　筆記試験を欠席した場合、面接を受けることはできません。また面接を欠席した場合、当日の試験結果
　は無効となります。

試験に関する注意



　　〔A 方式〕・〔自己推薦方式〕35,000円　　　　〔B 方式〕20,000円

　　※納入された入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません
※入学検定料の他に、払込手数料がかかります。

。

1．入学検定料

2．出願書類の提出

※指定の出願期間および出願するキャンパス以外での受付は行いません
※窓口での受付は行いません。書類の提出は郵送のみとなります。

。
※出願情報登録のみ、または出願書類の提出のみでは出願完了となりませんのでご注意ください。

・インターネット出願サイトより封筒表書きをダウンロード・印刷し、A4サイズの書類が入る封筒に貼付し
　て出願してください。
　※マイページ「志願票・履歴書」の３枚目にある「宛名ラベル」をダウンロード・印刷してください。
・封筒に入れる前に、「出願書類一覧表」（23ページ参照）で出願書類を確認してください。
・出願書類（18～25ページ参照）を封筒に入れ、出願期間内（17ページ参照）に郵便局より必ず「簡易書留」
　で郵送してください。郵便局が発行する「書留・特定記録郵便物等受領証」は大切に保管してください。
・出願書類は 出願締切日必着 です。出願締切日の消印有効ではありません。

－30－

3．その他の注意
・出願締切日時（17 ページ参照）までに〔出願情報登録〕、〔入学検定料納入〕、〔出願書類到着〕が完了してい
　ない場合、出願は受け付けません。
・出願書類に不備がある場合は受け付けません。

・出願書類や出願時の記載事項は真正なものに限ります。また、顔写真の加工は認められません。虚偽・加工
　があった場合、不正行為として扱います。

　なお、書類・記載事項に不正が認められた場合は、判明した時点で資格（出願・合格・入学）を取り消
　します（証明書等の発行元に問い合わせることがあります）。 
　このことによる入学検定料や納入金等の返還は一切行いません。

・入学検定料振込後の試験日、学校・志望学部・学科・コース、年次、試験方式、日本留学試験実施時期
　の変更は、いかなる場合も認めません。
・提出された出願書類および入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。
・出願時に登録した住所・連絡先・メールアドレスに変更が生じた場合は、直ちに出願をした各キャンパ
　ス（35ページ参照）まで申し出てください。

受験および修学上の特別配慮について

身体機能の障がいや疾病・疾患等により、受験および修学上特別な配慮を必要とする場合は、出願前
（遅くとも出願締切日の2週間前まで）に出願する各キャンパス（35ページ参照）まで申し出てください。
本学の対応を決定した後に、出願していただきます。要望に対応できない場合もありますので、予めご
了承ください。
また、不慮の事故等により、出願後に特別な配慮が必要となった場合も速やかに連絡してください。

1．試験場の下見

2．受験票
・

・受験票の表面および裏面には、書き込みをしないでください。

4．試験室への入室時刻

5．遅刻・欠席について
Ａ方式

Ｂ方式、自己推薦方式
　面接・口頭試問開始後30分以内の遅刻に限り、受験を認めます。ただし、面接または口頭試問の順番は最後と
　なります。

6．昼食について
理工学部のA方式受験者は、昼食を持参してください。
なお、飲食する場合は、においの強いもの等は避けてください。

7．受験上の注意
①　試験場および試験室の入口で受験票の提示を求めることがあります。
②　試験中は監督者の指示に従ってください。
③　試験場および試験室において、他の受験者に迷惑となるような行為を禁止します。
④　受験票は、試験室の外に出る際には、必ず携帯してください。
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・試験室へは8︓00より入室可能です。
・試験についての注意事項を説明しますので、A 方式は8︓50までに、B 方式、自己推薦方式は10︓50まで
に指定された試験室に入室し、机上の受験番号ラベルが受験票の受験番号と同一であることを確認して、
着席してください。

3．試験日・試験場
・試験日・試験場については、受験票で必ず確認してください。
・指定された試験日・試験場以外では、受験できません。
・受験者用の駐車場はありません。試験場へは公共交通機関を利用してください（35ページ参照）。
・試験室の位置等については、当日、試験場の入口付近に掲示します。
・上履きを持参する必要はありません。
・受験者以外（付添者）の試験室フロア等への立ち入りは、原則としてできません。立入可能区域について
は、係員にお尋ねください。

　なお、付添者控室はありません。受験者の介助等で付添者が必要な場合は、試験日前日までに出願をした
各キャンパス（35ページ参照）へ申し出てください。

試験当日は必ずA4サイズでカラー印刷した受験票を持参してください。受験票がない者は受験できません。
試験当日、忘れ・紛失等で手元に受験票がない場合は、本人確認書類（学生証、マイナンバーカード、在留
カード等）を持参の上、試験場内の『入試相談コーナー』へ申し出てください。

交通機関・道順・所要時間を調べる程度にとどめてください。
下見のために、建物や試験室に立ち入ることはできません。

試験当日、天候不良や事故・地震等により公共交通機関に乱れが生じている場合でも、試験場に向かって
ください（その日のうちに必ず入学試験が行われるものと理解してください）。
なお、公共交通機関（バス・車の渋滞は除く）の遅延が発生している、または予想され、試験開始時刻に
間に合わない場合は、受験票表面に記載されている試験場電話番号に連絡をして指示を受けてください。
主要公共交通機関（バス・車の渋滞等は除く）の乱れにより、多数の受験者が試験開始時刻に間に合わな
いと本学が判断した場合のみ、試験開始時刻を遅らせることがあります。

①試験科目が1科目の場合
　試験開始後30分以内の遅刻に限り、受験を認めます。ただし、試験時間の延長は認めません。
　筆記試験を欠席した場合、面接を受けることはできません。また面接を欠席した場合、当日の試験結果
　は無効となります。
②試験科目が2科目の場合
　試験開始後50分以内の遅刻に限り、受験を認めます。ただし、試験時間の延長は認めません。
　筆記試験を欠席した場合、面接を受けることはできません。また面接を欠席した場合、当日の試験結果
　は無効となります。

試験に関する注意



⑦　英文字や地図等が、プリントされている服等は着用しないでください。
⑧　筆記用具・腕時計の貸借は一切禁止します。忘れずに持参してください。
⑨　定規・コンパス・計算機等の補助具や電子辞書・携帯電話・スマートフォン・ウェアラブル端末・タブ

レット端末・ICレコーダー・イヤホン等の電子機器類は使用できません。
⑩　･携帯電話等の電子機器類は必ずアラームを解除し、電源を切ってかばん等に入れてください。なお、

試験時間中にかばん等の中で携帯電話等の電子機器類の着信音やマナーモードの振動音が発生した場
合には、監督者が本人の了解を得ずにかばん等を試験室外に持ち出し、試験場本部で保管する場合が
あります。

⑪　･面接試験中および面接控室等での待機時間においても携帯電話等の電子機器類は使用できません。携
帯電話等の電子機器類は、電源を切ってかばん等に入れてください。

⑫　ハンカチ、ティッシュペーパー、座布団、ひざ掛け、目薬等の使用を希望する者は、監督者に申し出て、
その指示に従ってください。

⑬　「耳栓」は、監督者の指示等が聞き取れないことがありますので使用できません。
⑭　･試験時間内の答案提出、退室は認めません。試験中の発病等やむを得ない場合は、手を挙げて監督者

の指示に従ってください。ただし、一時退室が認められた場合でも試験室以外での受験はできませ
ん。また、一時退室をした場合の試験時間の延長は認めません。

⑮　試験時間中に日常的な生活騒音等（監督者の巡回による足音・監督業務上必要な打合せなど、自動
車・風雨・空調の音など、周囲の受験者の咳・くしゃみ・鼻をすする音など、時計や携帯電話等の電
子機器類の短時間の鳴動、照明の点滅、周囲の建物のチャイム音・周囲の工事音など）が発生した場
合でも救済措置は行いません。

⑯　試験時間中に以下の不正行為または不正行為が疑われる場合、退室を命じ、別室での聴取や所持品検査

　　（1）監督者の指示に従わないこと。
　　（2）カンニング（他の受験者の答案等を見ること、カンニングペーパーの使用、他の人から答えを教わ

　　（3）使

　（5）答えを教える等他の受験者を利するような行為をすること。

用を認められていない用具を使用して解答すること。
　　（4）電子辞書・携帯電話・スマートフォン・ウェアラブル端末・タブレット端末・ICレコーダー・イヤホン

等の電子機器類を使用（机上に置く等）したり、身につけていること（面接控室等での待機時間を含む）。

　　（6）その他、試験の公平性を損なう行為をすること。
上記の不正行為が認められた場合、それ以降の受験および当該年度における本学のすべての入学
試験の受験を認めません。その際、入学検定料の返還は行いません
する等の対応をとる場合があります。

。また、警察への被害届を提出

⑰　試験終了後、忘れ物がないかを確認してから退室してください。忘れ物をした場合は、受験した各試
験場まで連絡してください（35ページ参照）。

⑱　受験票は合否確認の際に必要となりますので、必ず持ち帰り、大切に保管してください。
⑲　試験室はすべて禁煙です。

8．学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症に関する注意事項
試験当日、学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症（インフルエンザ、麻疹、水ぼうそう、新型
コロナウイルス感染症等）に罹患し、治癒していない場合は、他の受験者や監督者等への感染のおそれがあり
ますので、受験をご遠慮願います。ただし、病状により学校医その他の医師において伝染のおそれがないと認
められた場合は、この限りではありません。
なお、上記により受験をご遠慮いただいた場合でも、追試験等の特別措置および入学検定料の返還は行いませ
ん。試験当日の体調管理については、十分に注意してください。

⑥　･机上に置けるものは受験票・鉛筆（和歌・格言等が印刷されているものは不可）・シャープペンシル・
消しゴム・鉛筆削り（電動式を除く）・時計（計時機能だけのもの）・眼鏡です。これ以外の所持品を
置くことは認めません。アラームや時報機能のついた時計は、試験室に入る前に必ず設定を解除して
ください。

合格通知の勧誘にご注意ください
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⑤　試験に必要のないものは、かばん等に入れて椅子の下に置いてください。

入学試験前日や当日、本学関係者を装い、駅前および路上で合格通知の電話・メール配信等の強制的な
勧誘や、印刷物を配布している場合もありますが、本学とは一切関係ありません。
したがって事故が生じた場合でも、本学は一切責任を負いませんので十分に注意してください。

を行い、失格となることがあります。なお、聴取や所持品検査に要した試験時間の延長はできません。

ること等）をすること。

発表方法

繰上合格

繰上合格日程

時期区分 合格発表日 入学手続締切日時 発表方法

Ⅰ期 2026年12月17日（木） 2026年12月23日（水）
Web による合否照会

Ⅱ期 2027年 3月19日（金） 2027年 3月26日（金）

合否照会URL（Webアドレス）

利用可能期間

注意点

https://www.gouhi.com/teikyo/

合格発表日 11:00 ～ 合格発表日６日後 22:00
!

　Webによる合否照会システム
合格発表日の11︓00から合格発表日6日後の22︓00までに限り、Webによる合否結果の照会サービスを
利用することができます。
なお、以下の利用可能期間以外は合否照会できません。必ず利用可能期間内に合否照会URLより合否を
確認してください。

①　操作方法については画面の指示に従って操作してください。
②　利用の際には「受験番号（7桁）」、「誕生月日（4桁）」が必要となります。
③　帝京大学各キャンパスへの合否結果や受験番号、誕生月日等に関する問い合わ

せには、一切応じられません。また、パソコン等の設定などについての問い合
わせにも応じられません。

④　確認忘れ等があっても、利用可能期間以外に合否照会はできません。
※システムの誤操作、入力ミス、確認ミス等を理由とした、入学手続締切日時を

過ぎてからの入学手続きは一切認めません。
⑤　３年次編入学を希望している者でも、試験の結果とすでに修得した単位数やそ

の内容によって、入学許可が２年次へ変更される場合があります。
※２年次編入の募集がある学科のみ
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①　合格発表日（17ページ参照）に「繰上合格候補者」の発表を行います。「繰上合格候補者」は、Webによる

合格書類について
　　合格書類の郵送は行いません。入学手続の方法については、入学手続（34ページ参照）を確認してください。

合否照会システムにて発表します。「繰上合格候補者」は合格者ではありません。また、「繰上合格候補者」
の有無および順位については公表しません。

②　入学手続状況により欠員が生じた学部・学科に限り、「繰上合格候補者」の中から成績上位者より順に相
応人数の繰上合格を出すことがあります。「繰上合格者」は下表の合格発表日に、Webによる合否照会シ
ステムにて発表します。

③　入学手続状況により「繰上合格候補者」、「繰上合格者」を出さない場合もあります。
④　入学手続状況により、下表の合格発表日よりも前に繰上合格を出す場合があります。
　　その場合には、本学より本人に郵便にて連絡します。
⑤　繰上合格状況に関する問い合わせについては一切お答えできません。

合格発表



発表方法

繰上合格

繰上合格日程

時期区分 合格発表日 入学手続締切日時 発表方法

Ⅰ期 2026年12月17日（木） 2026年12月23日（水）
Web による合否照会

Ⅱ期 2027年 3月19日（金） 2027年 3月26日（金）

合否照会URL（Webアドレス）

利用可能期間

注意点

https://www.gouhi.com/teikyo/

合格発表日 11:00 ～ 合格発表日６日後 22:00
!

　Webによる合否照会システム
合格発表日の11︓00から合格発表日6日後の22︓00までに限り、Webによる合否結果の照会サービスを
利用することができます。
なお、以下の利用可能期間以外は合否照会できません。必ず利用可能期間内に合否照会URLより合否を
確認してください。

①　操作方法については画面の指示に従って操作してください。
②　利用の際には「受験番号（7桁）」、「誕生月日（4桁）」が必要となります。
③　帝京大学各キャンパスへの合否結果や受験番号、誕生月日等に関する問い合わ

せには、一切応じられません。また、パソコン等の設定などについての問い合
わせにも応じられません。

④　確認忘れ等があっても、利用可能期間以外に合否照会はできません。
※システムの誤操作、入力ミス、確認ミス等を理由とした、入学手続締切日時を

過ぎてからの入学手続きは一切認めません。
⑤　３年次編入学を希望している者でも、試験の結果とすでに修得した単位数やそ

の内容によって、入学許可が２年次へ変更される場合があります。
※２年次編入の募集がある学科のみ
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①　合格発表日（17ページ参照）に「繰上合格候補者」の発表を行います。「繰上合格候補者」は、Webによる

合格書類について
　　合格書類の郵送は行いません。入学手続の方法については、入学手続（34ページ参照）を確認してください。

合否照会システムにて発表します。「繰上合格候補者」は合格者ではありません。また、「繰上合格候補者」
の有無および順位については公表しません。

②　入学手続状況により欠員が生じた学部・学科に限り、「繰上合格候補者」の中から成績上位者より順に相
応人数の繰上合格を出すことがあります。「繰上合格者」は下表の合格発表日に、Webによる合否照会シ
ステムにて発表します。

③　入学手続状況により「繰上合格候補者」、「繰上合格者」を出さない場合もあります。
④　入学手続状況により、下表の合格発表日よりも前に繰上合格を出す場合があります。
　　その場合には、本学より本人に郵便にて連絡します。
⑤　繰上合格状況に関する問い合わせについては一切お答えできません。

合格発表



④　

新入生向けサイト︓ https://teikyo.jp/new_student

③ 帝京大学・帝京大学短期大学のどちらかで納入金の手続きを完了した者は、2校間および学部・学科・コ
ース間にて納入金（入学金を含む）を振り替えることができます。納入金の差額については返金または
追加納入となり、該当者は振替案内を合格書類に同封して送付します。希望される方は案内に従って手
続きを行ってください。

⑤　入学手続き完了後でも、提出書類の記載事項に虚偽の記載があった場合や、2027年3月31日（水）まで
に法務省入国管理局において、帝京大学または帝京大学短期大学の学生として在留資格認定証明書の取
得が不許可となった場合は、入学許可を取り消します。また、在留資格認定証明書の取得が不許可と
なった場合、本学は再申請手続きの代理申請は一切行いません。

⑥　現在、日本に中長期滞在可能な在留資格「留学」またはそれ以外の資格を有する者が、本学入学前に在
留期限を迎え、在留期間更新許可申請が認められない場合も、入学許可を取り消します。

⑦　過去に日本の教育機関に在籍していた者で、出席率や成績不良、除籍、退学等を理由に、法務省入国管
理局で日本の在留資格取得を不許可になったことがある者は、本学で在留資格認定証明書交付申請の代
理申請手続きを行いません。
※入学手続き完了後でも、入学資格等がないことが判明した場合には、入学許可を取り消します。
　その場合、納入金のうち入学金を除く金額を返還しますが、手続き、期限等については、以下の入
学辞退に準じます。

1．手続方法

2．入学辞退
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①　Flywire（フライワイヤー）を利用して納入金（15・16ページ参照）をお振り込みください。Flywire
（フライワイヤー）を利用すると、自国通貨で多くの国・地域や銀行から安全に支払いいただけます。
また、その他の支払い方法（クレジットカード・アリペイなどのオンラインペイメント・海外送金）を選択
することも可能です。
いずれの送金においても、Flywire（フライワイヤー）を経由せず、本学へ直接お振込みいただくことは
できません。
Flywire（フライワイヤー）の利用方法はこちらをご確認ください。

なお、支払い方法により納入金の他に手数料がかかる場合があります。日本国内外

②　納入金（15・16ページ参照）は、合格発表日から入学手続締切日時（17ページ参照）までに本学に着金
　　するように振り込んでください。いずれの納入方法においても、振込手続きを行ってから本学銀行口座へ
　　の着金までに日数（4～7日程度）を要しますので、余裕をもってお手続きください。
　　※納入証明として、期間内に送金したことが確認できる書類または決済画面等を必ずお手元に保管してく
　　　ださい。
　　入学手続締切日時までに振り込み手続き（本学への着金）を完了しない場合は、入学の意思がないものと
　　みなし、入学許可を取り消します。なお、入学手続締切日時の延期等は一切できません。

振り込み手続きをされた納入金は原則として返還しません。ただし、納入金の手続き完了後に、入学辞退を
希望または入学資格を喪失した場合は、インターネット出願サイトより2027年3月31日（水）16︓00［日本時間］
までに入学辞退手続の登録をしてください。登録後、所定の手続きを行った者に対し、入学金を除く金額を返還
します。なお、辞退登録後の変更は一切受け付けません。

入学手続

帝京大学では、ICT（情報通信技術）を活用したデジタル教育に力を入れています。そのため、学生一人ひとりが自
分専用のノートパソコンを持つこと（※BYOD＝Bring Your Own Device）を必須としています。
授業では「LMS（学習管理システム）」を使い、オンライン教材の配布、教員との連絡や課題提出などを行いま
す。また、授業の成果を記録する学修ポートフォリオの作成、自主学習、履修登録（授業の申し込み）、さらに就
職活動でもノートパソコンは大きな力になります。
万一、地震・台風・感染症の拡大などで対面授業ができない場合は、オンライン授業に切り替わります。オンライ
ン授業では、安定したインターネット環境（通信速度・容量）が必要です。ノートパソコンの準備と合わせて、ご
家庭のネット環境もご確認ください。
なお、入学する学科によっては、大学が推奨するノートパソコンの機種をご案内する場合があります。購入の際
は、ぜひ参考にしてください。

【ノートパソコン・ネットワーク環境整備のお願い】

納入金の手続き後、インターネット出願サイトにて「入学許可書」を公開します。また、「新入生向け
サイト」より入学予定学科の入学案内書類を確認し、必要書類を提出してください。あわせて、在留す
るために必要な学費や生活費を含めた経費の支弁能力を確認するため、入学手続きの際に関連資料の提
出が必要です。書類の提出期限は入学手続締切日時と異なりますので、「新入生向けサイト」を確認し
てください。なお、入学案内書類の郵送は行いません。
入学式の日程や大学からの重要書類を掲載しますので必ず確認してください。
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至 甲府

至 小田原
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西谷

日吉

東神奈川

尻手

川崎横浜

大和

相模大野海老名

至 静岡

高尾山口

橋本

至 高崎 至 玉川上水

至 南浦和
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至 つくば

立川北

分倍河原

府中本町

調布

登戸

武蔵小杉

明大前

下北沢

聖蹟
桜ヶ丘

立川

西国分寺 吉祥寺

池袋

渋谷

新宿

拝島

八王子
京王八王子

青梅線

東武東上線
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東京モノレール

東海道新幹線

相鉄本線

江ノ島線

東海道線・京浜東北線

湘南新宿ライン

東急東横線

八王子試験場
帝京大学八王子キャンパス

宇都宮試験場
帝京大学宇都宮キャンパス

宇都宮

宇都宮IC

至 

光
日

号
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新
北
東

駅
宮
都
宇
Ｒ
Ｊ

東武宇都宮駅

　　帝京大学
宇都宮キャンパス

至 

磯
黒
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宮
大

至 

木
栃

至 

原
塩
須
那

道車動自北東

宇都宮
北道路

至 東京

至 鹿沼

帝京大学入口

国道119号（宇都宮環状線）
カワチ

宇都宮美術館

郵便局

豊郷台ショッピングセンター

県庁

足利銀行
本店

至 大谷

大通り１丁目
交差点

市役所

豊郷中央小

宮環・関堀
陸橋2008

細谷歩道橋

宇都宮
商業高校

宇都宮線

ファミリーマート

正門

高幡不動駅

帝京大学
八王子

キャンパス

京王多摩センター駅
小田急多摩センター駅

京王相模原・小田急多摩線

京王線

モノレール
多摩センター駅

大塚・
帝京大学駅

堰場東
せき ば

堰場
せき ば

多摩山王橋

帝京大学東
中和田

一ノ宮

●セブン 　
イレブン●

帝京大学
小学校

帝京大学
幼稚園

南門

聖蹟桜ヶ丘駅
中和田通り

帝京大学構内
　　バスロータリー

ガスト

路線図
駐車場はありませんので、試験場ヘは電車・バス等の公共交通機関を利用してください。

〈所在地〉 〒192-0395　東京都八王子市大塚359番地
 TEL フリー

コール   0120-508-739

◎京王線　聖蹟桜ヶ丘駅
○京王バス2番のりば「帝京大学構内」行きに乗車
　（直行15分、各停17分）、終点「帝京大学構内」下車

◎京王線　高幡不動駅
○京王バス5番のりば「帝京大学構内」行きに乗車
　（直行11分、各停13分）、終点「帝京大学構内」下車

◎京王相模原線　京王多摩センター駅
◎小田急多摩線　小田急多摩センター駅
◎多摩モノレール　多摩センター駅
○京王バス4番のりば「帝京大学構内」行きに乗車
　（直行14分、各停18分）、終点「帝京大学構内」下車

◎多摩モノレール　大塚・帝京大学駅
　○徒歩約15分
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ガスト

出願書類提出先：帝京大学　本部入試室　入試企画室

八王子試験場：帝京大学　八王子キャンパス

宇都宮試験場：帝京大学　宇都宮キャンパス

〈所在地〉 〒320-8551　栃木県宇都宮市豊郷台1-1
 TEL：028-627-7440

◎ JR 東北新幹線・宇都宮線
　宇都宮駅　西口下車
○関東バス5番のりば「帝京大学（直通）」行きに乗車
　（20分）、終点「帝京大学」下車
○関東バス5番のりば「豊郷台・帝京大学」・「豊郷台・
ニュー富士見」・「宇都宮美術館」行きに乗車（20
分）、「帝京大学」下車
○関東バス5番のりば「済生会病院・帝京大学」行きに
乗車（25分）、終点「帝京大学」下車

出願書類提出先：帝京大学　宇都宮キャンパス
　　　　　　　　学生支援課 国際交流係
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イレブン●

帝京大学
小学校
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幼稚園
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中和田通り

帝京大学構内
　　バスロータリー

ガスト
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試験場および出願場所案内



項目 No. 質問 回答

1 A方式とB方式の違いを教えてくださ
い。

A方式は本学独自の筆記試験、書類審査および面接、B方式
は日本留学試験（EJU）の成績利用、書類審査および面接と
なります。
また、日本語能力試験（JLPT）の成績を利用する方式はあ
りません。

2 A方式、B方式、自己推薦方式で、有
利・不利はありますか︖

それぞれの方式に基準を設けており、総合的に合否を判定し
ます。
有利・不利はありませんので、ご自身にあった方式を選択し
てください。

3 他大学との併願はできますか︖
併願可能です。
ただし、入学手続締切日時までに納入金の振込手続きを完了し
ていない場合は、本学への入学許可は取り消しますので注意
してください。

4 複数の学部・学科を併願することは
できますか︖ 併願はできません。

5 Ⅰ期で不合格だった場合、Ⅱ期で出
願することはできますか︖

出願可能です。
ただし、卒業証明書や成績証明書等の出願書類はⅡ期の出願
期間に再度提出する必要があります。

6 B方式に出願するために、日本留学
試験は何点必要ですか︖

文系学部および帝京大学短期大学は「平均点※以上」が必要
です。
理工学部は出願基準点がありません。
受験指定科目は志望学部等により異なりますので注意してください。
※平均点は実施時期により異なります。

7
外国の中学校を卒業した後、日本の
高等学校で３年間勉強し、現在卒業
見込です。出願できますか︖

出願可能です。
12年間の教育課程のうち、日本の学校教育法に基づく小学
校・中学校・高等学校に在学した期間が通算で3年以内であ
れば、出願可能です。

8
二重国籍で、日本の国籍を持ってい
ますが、留学生特別選抜に出願でき
ますか︖

日本国籍を有することになるため、留学生特別選抜には出願
できません。

9
高校までの教育課程が11年以下の国
で、大学を含めて12年以上の教育を
受けました。どのような書類を提出
したらよいですか︖

以下3点の書類を提出してください。
①高校の卒業証明書
②高校の成績証明書
③ 12年目の教育課程を修了していることが分かる
大学の在学（在籍期間）証明書または卒業証明書

※大学の成績証明書は不要です。

10 志望理由書を書きたいです。どこに
ありますか︖ 入学試験要項の巻末からダウンロード・印刷してください。

11 出願書類送付用の宛名ラベルの出し
方がわかりません。

マイページの「志願票・履歴書」から宛名ラベルを印刷して
ください。（３枚目の書類になります）

12 志望理由書に字数制限はありますか︖ 字数制限はありません。
自身の判断で提出してください。

13
証明書の原本から正しく複製された
ものであることを証明してもらう
「公的機関」に日本語学校は含まれ
ますか︖

日本語学校や専門学校も含みます。
また、出願期間前に証明書の原本を出願するキャンパスの窓
口に持参し、原本の確認を受けることも可能です。

－36－

Q&A（よくある質問）

通算して

項目 No. 質問 回答

14 在留カード・パスポートを更新手続
き中です。どうしたらよいですか︖

15
出願に必要な証明書が一生に一度し
か発行できないため、原本を提出す
ることができません。どうしたらよ
いですか︖

現在通っている学校（日本語学校や専門学校）にて、証明書
のコピーが原本と相違ないと一筆もらい、学校の公印を押さ
れたものを提出してください。
また、証明書原本の言語が出身国の言語（英語は除く）の場
合、こちらも公的機関あるいは日本語学校や専門学校にて翻
訳（英語または日本語）され、公印があるものを提出してく
ださい。

16
高校を卒業していますが、高校に
通っていない期間があります。その
期間は成績証明書が発行されません。
どうしたらよいですか︖

高校の卒業証明書と発行可能なすべての成績証明書を提出し
てください。その際、一部の期間の成績証明書が提出できな
い理由を書いたメモを同封してください。

17
高校を卒業した後に他大学に在学し
ています。
大学の成績証明書も必要ですか︖

●1年次入学の場合
高校を卒業している場合は大学の成績証明書は不要です
（日本の大学を卒業されている場合は成績証明書の提出
　が必要です）。

●2年次・3年次編入学の場合
在籍したすべての学期分の在籍証明書・成績証明書が必要
です。

18 出願内容を間違って登録してしまい
ました。修正はできますか︖

入学検定料の支払い前であれば、改めて最初から出願登録を
してください。

19
間違って同じ内容の出願登録を2回し
てしまいました。どうしたらよいで
すか︖

どちらか一方の出願登録内容で入学検定料を振り込んでくだ
さい。入学検定料を振り込まなかった出願履歴は、一定期間
経過すると無効になります。

20 受験票が届きません。

受験票の郵送による発行は行いません。
マイページの「オンライン受験票」よりご自身でダウンロー
ド・印刷（A4サイズ、カラー）してください。
試験日１週間前9:00からダウンロード可能です。
受験票を紛失・汚損した場合は、マイページの「オンライン
受験票」より再度印刷してください。

21
合格するための基準点や試験の点数
開示、競争率等は聞くことができま
すか︖

公表しておりません。

22
試験の内容を教えてください。
また、面接・口頭試問ではどんなこ
とを聞かれますか︖

入学試験要項に記載されていること以外はお答えできませ
ん。

23 試験当日はどんな服装がいいです
か︖

指定はありません。制服でも私服（スーツ・普段着など）で
も構いません。
あなたの力が発揮できる服装で受験してください。

24 海外送金はできますか︖

－37－

所定用紙（巻末）の「提出書類貼付用紙」に必要事項を記入
し、更新前の在留カード・パスポートのコピーを貼付して提出
してください。後日、更新後のコピーを提出してください。
不明点があれば、出願する各キャンパスへ連絡してください。

Flywire（フライワイヤー）での振り込みに対応しています。
入学手続締切日時までに手続きを開始してください。詳細は
34ページを確認してください。



項目 No. 質問 回答

14 在留カード・パスポートを更新手続
き中です。どうしたらよいですか︖

15
出願に必要な証明書が一生に一度し
か発行できないため、原本を提出す
ることができません。どうしたらよ
いですか︖

現在通っている学校（日本語学校や専門学校）にて、証明書
のコピーが原本と相違ないと一筆もらい、学校の公印を押さ
れたものを提出してください。
また、証明書原本の言語が出身国の言語（英語は除く）の場
合、こちらも公的機関あるいは日本語学校や専門学校にて翻
訳（英語または日本語）され、公印があるものを提出してく
ださい。

16
高校を卒業していますが、高校に
通っていない期間があります。その
期間は成績証明書が発行されません。
どうしたらよいですか︖

高校の卒業証明書と発行可能なすべての成績証明書を提出し
てください。その際、一部の期間の成績証明書が提出できな
い理由を書いたメモを同封してください。

17
高校を卒業した後に他大学に在学し
ています。
大学の成績証明書も必要ですか︖

●1年次入学の場合
高校を卒業している場合は大学の成績証明書は不要です
（日本の大学を卒業されている場合は成績証明書の提出
　が必要です）。

●2年次・3年次編入学の場合
在籍したすべての学期分の在籍証明書・成績証明書が必要
です。

18 出願内容を間違って登録してしまい
ました。修正はできますか︖

入学検定料の支払い前であれば、改めて最初から出願登録を
してください。

19
間違って同じ内容の出願登録を2回し
てしまいました。どうしたらよいで
すか︖

どちらか一方の出願登録内容で入学検定料を振り込んでくだ
さい。入学検定料を振り込まなかった出願履歴は、一定期間
経過すると無効になります。

20 受験票が届きません。

受験票の郵送による発行は行いません。
マイページの「オンライン受験票」よりご自身でダウンロー
ド・印刷（A4サイズ、カラー）してください。
試験日１週間前9:00からダウンロード可能です。
受験票を紛失・汚損した場合は、マイページの「オンライン
受験票」より再度印刷してください。

21
合格するための基準点や試験の点数
開示、競争率等は聞くことができま
すか︖

公表しておりません。

22
試験の内容を教えてください。
また、面接・口頭試問ではどんなこ
とを聞かれますか︖

入学試験要項に記載されていること以外はお答えできませ
ん。

23 試験当日はどんな服装がいいです
か︖

指定はありません。制服でも私服（スーツ・普段着など）で
も構いません。
あなたの力が発揮できる服装で受験してください。

24 海外送金はできますか︖
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所定用紙（巻末）の「提出書類貼付用紙」に必要事項を記入
し、更新前の在留カード・パスポートのコピーを貼付して提出
してください。後日、更新後のコピーを提出してください。
不明点があれば、出願する各キャンパスへ連絡してください。

Flywire（フライワイヤー）での振り込みに対応しています。
入学手続締切日時までに手続きを開始してください。詳細は
34ページを確認してください。



志願者本人が黒のボールペンを使用し、日本語で記入してください。

志望理由書 英字氏名（パスポート表記）

カタカナ氏名



志願者本人が黒のボールペンを使用し、日本語で記入してください。

志望理由書 英字氏名（パスポート表記）

カタカナ氏名

志願者本人が黒のボールペンを使用し、
日本語で記入してください。

１. 入学後、志望学部学科で具体的に学びたいことや４年間の学修スケジュールを説明してください。

２. 卒業後のキャリアに関することを、1の内容を踏まえて説明してください。

学修計画書
〔自己推薦方式出願者のみ提出〕

英字氏名（パスポート表記）

カタカナ氏名



〈表面〉

【パスポートコピー】
※右の枠にあわせて
貼付してください。

【在留カードコピー】
〈裏面〉

提出書類貼付用紙

在留カード表面のコピーを枠内に貼付してください 在留カード裏面のコピーを枠内に貼付してください

※記載がない場合でも必ず貼付してください

の　　り　　づ　　け

の　　り　　づ　　け

英字氏名（パスポート表記）

カタカナ氏名

の　　り　　づ　　けの　　り　　づ　　け

の　　り　　づ　　けの　　り　　づ　　け

※文字が欠けていないか確認をしてください

※文字が欠けていないか確認をしてください

※枠にあわせて
貼付してください。

更新完了予定日

更新中の場合、○印を記入してください

【パスポート】

在留カード・パスポート
を更新手続き中の場合は、
更新前のコピーを貼付し、
下記に必要事項を記入し
てください。
更新後、速やかに出願先
キャンパスへ提出してく
ださい。

更新完了予定日

　　　 年　　　月　　　日

　　　年　　　月　　　日

更新中の場合、○印を記入してください

【在留カード】

Samp
le

Samp
le

Samp
le



〈表面〉

【パスポートコピー】
※右の枠にあわせて
貼付してください。

【在留カードコピー】
〈裏面〉

提出書類貼付用紙

在留カード表面のコピーを枠内に貼付してください 在留カード裏面のコピーを枠内に貼付してください

※記載がない場合でも必ず貼付してください

の　　り　　づ　　け

の　　り　　づ　　け

英字氏名（パスポート表記）

カタカナ氏名

の　　り　　づ　　けの　　り　　づ　　け

の　　り　　づ　　けの　　り　　づ　　け

※文字が欠けていないか確認をしてください

※文字が欠けていないか確認をしてください

※枠にあわせて
貼付してください。

更新完了予定日

更新中の場合、○印を記入してください

【パスポート】

在留カード・パスポート
を更新手続き中の場合は、
更新前のコピーを貼付し、
下記に必要事項を記入し
てください。
更新後、速やかに出願先
キャンパスへ提出してく
ださい。

更新完了予定日

　　　 年　　　月　　　日

　　　年　　　月　　　日

更新中の場合、○印を記入してください

【在留カード】

Samp
le

Samp
le

Samp
le



帝京大学本部入試室　入試企画室
〒192-0395 東京都八王子市大塚359番地
TEL : 042-678-3317
https://www.teikyo-u.ac.jp/

帝京大学宇都宮キャンパス　学生支援課国際交流係
〒320-8551 栃木県宇都宮市豊郷台1-1
TEL : 028-627-7440
https://www.teikyo-u.ac.jp/


